
古紙配合率 100％再生紙を使用しています
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Photo：植物公園さくらまつり（平成 17年 4月 24 日撮影）

ヤマセミはブッポウソウ目・カ
ワセミ科に分類される鳥で、

山地の渓流に生息するカワセミの
仲間です。
　体長は 35 ～ 38 ㎝でカワセミの
倍、ハトより少し大きいくらいで
す。頭には大きな冠羽があり、体
の背中側が白黒の細かいまだら模
様になっているのが特徴です。オ
スとメスはよく似ていますがオス
にはあごと胸に褐色が混じります。
鳴き声は「ケラッ、ケラッ」や「キ
ャラッ、キャラッ」と鳴きます。
　生息数が少なく警戒心がとても
強いため、普通ではなかなか見る
ことができませんが、能登町には
生息しています。
　豊かできれいな自然の中でしか
生息しないヤマセミは、能登町の
自然を象徴する鳥といえます。写真は「はく製」を合成したものです
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し
か
し
、
長
期
に
わ
た
る
景
気

低
迷
と
財
政
事
情
の
悪
化
に
よ
っ

て
、
低
負
担
・
高
福
祉
と
い
う
理

想
が
ま
ま
な
ら
な
い
現
状
と
な
っ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
本

年
度
は
単
な
る
交
付
金
的
な
制
度

の
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
や

む
を
得
ず
補
助
制
度
へ
の
改
変
を

提
案
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
や
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
、
老
人
憩
い
の
家
や
「
笹
ゆ
り

荘
」
な
ど
の
高
齢
者
福
祉
施
設
、

「
さ
く
ら
工
房
」
や
「
し
ら
さ
ぎ

作
業
所
」
な
ど
の
障
害
者
福
祉
施

設
の
安
定
的
運
営
に
配
慮
し
ま
し

た
。
そ
の
ほ
か
、
新
た
に
「
手
話

通
訳
設
置
事
業
」
や
「
第
二
長
寿

園
」
へ
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

委
託
な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
国

民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
、
介
護

整
備
に
配
慮
し
ま
し
た
。
特
に
、

本
年
度
は
Ａ
Ｌ
Ｔ
を
１
人
増
員
し

て
３
人
体
制
と
し
、
外
国
語
教
育

の
推
進
に
一
層
取
り
組
む
ほ
か
、

中
学
生
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
派
遣

事
業
な
ど
を
通
じ
て
国
際
社
会
に

通
用
す
る
人
づ
く
り
に
資
す
る
こ

と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
推
進
の
た
め
、
本
年
度
は
野の

た田

集
会
施
設
の
整
備
を
行
い
、
文
化

財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
た

に
松
波
城
・
珠
洲
古こ

よ
う
せ
き
ぐ
ん

窯
跡
群
調
査

事
業
を
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

﹇
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
﹈ 

　

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、

各
種
福
祉
制
度
の
充
実
は
も
と
よ

り
、
地
域
福
祉
施
策
へ
取
り
組
む

必
要
性
は
、
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て

い
ま
す
。

保
険
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
を
増

額
し
、
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

進
展
を
図
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
次
の
世
代
を
担
う
子

ど
も
た
ち
の
福
祉
施
策
に
つ
い
て

は
財
源
を
重
点
的
に
配
分
し
、
対

象
年
齢
の
拡
大
と
い
う
児
童
手
当

制
度
の
改
正
に
対
応
す
る
ほ
か
、

新
た
に
出
産
前
に
保
育
士
の
支
援

を
受
け
な
が
ら
育
児
体
験
が
可
能

と
な
る「
マ
イ
保
育
園
登
録
事
業
」

や
、
日
中
に
保
護
者
が
い
な
い
低

学
年
児
童
の
子
育
て
支
援
対
策
と

し
て
「
く
ぬ
ぎ
学
童
ク
ラ
ブ
学
童

保
育
事
業
」
の
実
施
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
積
極
的
推
進
を
図

り
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
心
豊
か

に
暮
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
、
町
民
と
の
協
働
や
関
係

機
関
・
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
多
様
な

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
各
種
施

策
を
展
開
す
る
こ
と
が
必
要
と
考

え
て
い
ま
す
。

﹇
循
環
型
の
ま
ち
づ
く
り
﹈ 

　

ゴ
ミ
の
Ｒ
Ｄ
Ｆ
化
施
設
を
運
営

し
て
い
る
奥
能
登
ク
リ
ー
ン
組
合

に
対
す
る
負
担
金
を
増
額
し
た
ほ

か
、
内
浦
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
焼

却
炉
や
、
能
都
埋
立
処
分
場
貯
留

施
設
な
ど
の
環
境
関
連
施
設
の
改

修
を
行
い
、
豊
か
な
環
境
の
維
持

保
全
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
に
お
い

て
、「
時
長
・
山
中
地
区
未
普
及

地
域
解
消
事
業
」
の
本
格
着
工
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

﹇
産
業
活
性
化
の
ま
ち
づ
く
り
﹈ 

　

定
住
対
策
と
し
て
団
塊
の
世
代

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
石
川
の

暮
ら
し
促
進
事
業
」
を
新
た
に
実

施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
の
減
少
や
農
産
物

の
価
格
の
低
迷
、
就
業
者
の
高
齢

化
や
後
継
者
不
足
な
ど
、
本
町
の

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
に
あ
り
、
地
域
の
特
性
を
活

か
し
た
新
た
な
農
業
の
あ
り
方
が

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
本
年
度
は
Ｊ
Ａ
内
浦

が
実
施
す
る
「
農
産
物
直
販
加
工

施
設
の
建
設
に
対
す
る
補
助
金
」

を
計
上
し
て
地
産
地
消
を
推
進
す

る
ほ
か
、「
新し

ん
ぼ保

地
区
、
不ふ

ど
う
じ

動
寺

地
区
の
用
排
水
路
整
備
」、「
金か

ね
や
ま山

地
区
の
集
落
道
や
営
農
飲
雑
用
水

施
設
整
備
」「
当と

う
め目

地
区
ほ
場

じ
ょ
う

整

備
事
業
」
な
ど
を
実
施
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

林
業
関
係
事
業
で
は
、
新
た
に

菌き
ん
し
ょ
う
し
い
た
け

床
椎
茸
栽
培
の
規
模
拡
大
な

ど
を
目
的
と
し
て
「
特
用
林
産
物

活
用
施
設
等
整
備
事
業
費
」
を
計

上
し
た
ほ
か
、
林
道
宮
地
線
の
整

備
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

水
産
関
連
事
業
で
は
、「
小
規
模

近
代
化
施
設
整
備
事
業
」
と
し
て

能
都
漁
協
・
小
木
漁
協
が
実
施
す

る
冷
蔵
庫
保
管
施
設
や
ベ
ル
ト
コ

ン
ベ
ア
の
整
備
費
を
計
上
し
た
ほ

か
、「
沿
岸
遠
洋
漁
業
振
興
対
策
事

業
」
に
担
い
手
育
成
漁
船
建
造
推

進
事
業
補
助
金
を
計
上
し
、
漁
船

の
リ
ー
ス
事
業
に
関
す
る
調
査
を

実
施
し
な
が
ら
今
後
の
漁
業
振
興

を
模
索
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
漁
港
施
設
改
修
事
業
を

積
極
的
に
実
施
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

商
工
関
係
事
業
で
は
、
新
た
に

「
い
し
り
」
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目

指
す
ジ
ャ
パ
ン
ブ
ラ
ン
ド
育
成
事

業
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、「
海
洋

深
層
水
振
興
事
業
」
で
は
深
層
水

の
畜
養
・
商
業
利
用
の
た
め
の
計

画
作
成
費
を
、「
観
光
振
興
対
策

事
業
」
で
は
合
併
後
の
能
登
町
の

観
光
地
と
し
て
の
魅
力
創
出
を
目

的
と
し
た
計
画
書
を
作
成
す
る
こ

と
に
し
て
い
ま
す
。

﹇
交
通
・
情
報
の
ま
ち
づ
く
り
﹈

　

少
子
高
齢
化
が
進
み
、
情
報
化

社
会
が
進
展
す
る
今
日
、
交
通
手

段
の
確
保
と
情
報
の
過
疎
化
の
回

避
は
当
町
に
あ
っ
て
は
大
き
な
問

題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
生
活
交
通

対
策
事
業
と
し
て
路
線
バ
ス
運
行

や
、
有
料
道
路
軽
減
対
策
に
必
要

な
経
費
を
計
上
し
た
ほ
か
、
本
年

度
は
、
継
続
事
業
の
道
路
財
源
の

確
保
に
努
め
る
と
と
も
に
、
先
の

大
雪
の
教
訓
か
ら
除
雪
対
策
事
業

と
し
て
歩
道
除
雪
機
の
整
備
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
有
線
放
送
事
業
特
別
会

計
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
内
浦

地
区
で
の
整
備
を
進
め
、
年
度
内

の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。

﹇
行
政
改
革
の
推
進
を
﹈

　

行
財
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、

町
民
と
行
政
が
、
互
い
に
よ
り
良

い
関
係
を
築
き
、
主
体
的
な
役
割

を
担
い
合
い
な
が
ら
協
働
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
意
味
か
ら
も
、
行
政
は
町

民
の
視
点
に
立
っ
て
、
よ
り
一
層

の
行
政
情
報
の
公
開
と
効
果
的
な

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
行
う
こ
と
が

肝
要
で
あ
る
と
と
も
に
、
常
に
自

己
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
は
、
行
政
評
価
の
視
点
を

導
入
し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
を

行
い
、
将
来
の
あ
る
べ
き
町
の
姿

を
展
望
し
な
が
ら
、
引
き
続
き
行

政
改
革
の
取
り
組
み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

﹇
人
づ
く
り
の
ま
ち
づ
く
り
﹈ 

　

ま
ち
の
魅
力
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
が
こ
こ
に
住
む
こ
と
に
誇
り
と

喜
び
を
感
じ
、
生
涯
を
通
じ
て
い

き
い
き
と
暮
ら
し
て
こ
そ
醸か

も

し
出

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
本
町

に
お
い
て
は
、
次
代
を
担
う
子
ど

も
た
ち
や
町
の
人
々
が
、
生
涯
を

通
じ
て
心
豊
か
に
学
び
合
う
こ
と

が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
基
礎

学
力
の
向
上
を
始
め
、
心
豊
か
で

調
和
の
取
れ
た
人
間
形
成
を
目
的

に
、
各
学
校
の
実
情
に
応
じ
た
総

合
学
習
活
動
に
よ
っ
て
特
色
あ
る

学
校
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も

に
、
教
育
の
機
会
均
等
を
図
り
優

秀
な
人
材
を
育
成
す
る
た
め
の
奨

学
金
制
度
や
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の

平
成
18
年
度  

施
政
方
針

　

3
月
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
持
木
一
茂
町
長
が
平
成
18
年
度
の
「
施
政

方
針
」
を
述
べ
ま
し
た
。
今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
は
ど
う
な
る
の
か
？
能
登

町
が
目
指
す
方
向
は
？
重
点
項
目
を
施
政
方
針
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。
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特別会計

企業会計

歳　入

歳　出

一般会計

・自主財源

・依存財源

・義務的経費
・投資的経費
・その他の経費

・有線放送事業
・国民健康保険
・老人保健
・介護保険
・観光施設

・公共下水道事業
・農業集落排水事業
・漁業集落排水事業
・浄化槽整備推進事業
・簡易水道事業

・水道事業

・病院事業

・地方債（町の借金にあたるもの）
・基金（町の貯金にあたるもの）

4

予
算
は
難
し
い
？

数
字
ば
か
り
で
よ
く
わ
か
ら
な
い
？

町
の
収
入
と
支
出
を

予あ
ら
か
じめ

計
算
す
る
の
が
「
予
算
」

予
算
を
見
れ
ば
わ
か
る

町
の
財
政
状
況
や
重
点
的
な
事
業

能
登
町
の
住
民
と
し
て

無
駄
に
税
金
が
使
わ
れ
て
い
な
い
か

効
率
的
な
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
か

チ
ェ
ッ
ク
す
る
に
も
ま
ず
は
予
算
か
ら

今
年
こ
そ
町
の
予
算
に
本
気
で

向
き
合
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

予算
・当初予算
・補正予算



歳
出
編
①

一般会計予算額は約 21億円減の

138億 9,000万円

0

10

20

30

40

50 H18
H17

普通建設
事業費

物件費公債費人件費

歳
出
は
、
性
質
別
と
目
的
別
に
分
類
で
き
ま
す
。
性
質
別
で
み
て
み
る
と･･･

そ
の
2

（
14
・
８
％
）

人件費 26 億　272 万 9千円（18.7％）

義
務
的
経
費
（
48
・
３
％
）

投
資
的
経
費

そ
の
他
の
経
費
（
36
・
９
％
）

扶助費 7億 9,831 万 2 千円（5.7％）

公債費 33 億 1,182 万 9 千円（23.9％）

普通建設事業費 19 億 8,601 万 7 千円（14.3％）

災害復旧事業費 6,336 万 3 千円（0.5％）

物件費 14 億 1,886 万 8 千円（10.2％）

補助費等 18 億　449 万 1千円（13.0％）

繰出金 15 億 6,404 万 6 千円（11.3％）

その他
　維持補修費・積立金
　出資金・予備費など

3 億 4,034 万 5 千円（2.4％）

■人件費
町職員の給与や議員・各種委員
の報酬など
■扶助費
各種医療費の給付や児童手当な
ど
■公債費
現在未償還の町債についての元
金・利子などの償還金
■普通建設事業費
道路や施設の建設費
■災害復旧事業費
集中豪雨や台風などが引き起こ
した氾濫や土砂崩れなどについ
て現状復帰させる費用
■物件費
臨時職員賃金や旅費、光熱水費、
委託料など
■補助費等
一部事務組合に対する負担金や
各種団体に対する補助金など
■繰出金
特別会計に対する一般会計から
支出するもの

6

歳
入
編

70

75

80

85

90

H18H17H16H15H14H13H12H11H10

特別会計・企業会計を合わせた予算総額は約 14億 4,000 万円減の

298億 8,967万 8千円

歳
入
の
主
な
も
の
は
町
税
、
地
方
交
付
税
、
町
債
の
３
つ
。
こ
れ
ら
の
バ
ラ
ン
ス
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
自
主
財
源
の
比
率
は
？

地方交付税

分担金・負担金
使用料・手数料
繰入金
その他財産収入・寄附金・諸収入など

75 億 5,500 万円　　

1億 8,459 万 6 千円
2億    774 万 4 千円
4億 7,963 万 6 千円

9,206 万 8 千円

自
主
財
源

（54.4％）

（1.3％）
（1.5％）
（3.5％）
（0.7％）

国庫支出金 5億 3,742 万 1 千円（3.9％）

県支出金 6億 2,249 万 8 千円（4.5％）

地方譲与税 3億 7,000 万円　　（2.7％）

町　債 17 億 3,130 万円　　（12.5％）

町　税 17 億 1,523 万 7 千円（12.3％）

その他
　地方消費税交付金
　自動車取得税交付金
　地方特例交付金など

3 億 9,450 万円　　（2.7％）

依
存
財
源
（
80
・
７
％
）

そ
の
1

（
19
・
３
％
）

■町税
町民税や固定資産税など町民の
みなさんが納める税金
■分担金・負担金
保育料や工事の受益者負担金な
ど
■使用料・手数料
施設使用料など
■繰入金
町の基金からの繰入金
■地方交付税
地方公共団体が等しく事務を遂
行できるよう一定の基準により
国から交付される税
■国庫支出金・県支出金
各種事業に対する国・県から交
付される補助金
■地方譲与税
国税を財源として町道の面積な
どに応じて国から譲与される税
■町債
資金調達などのための長期借入
金

町税の内訳
町民税　　 7 億    348 万 8 千円
固定資産税 7億 4,791 万 8 千円
軽自動車税 　　4,182 万 2 千円
たばこ税　 1 億 3,816 万 7 千円
入湯税　　 　　2,274 万 6 千円
都市計画税 　　6,109 万 6 千円

15

16

17

18

19

20

21

H18H17H16H15H14H13H12H11H10

億円
町税の推移

億円
地方交付税の推移

億円
主な歳出の前年度比較

△ 1.95 億円

△ 9.09 億円

△ 1.85 億円

△ 9.29 億円

自
主
財
源
は
19
・
３
％

歳
入
は
、
皆
さ
ん
が
納
め
る
税

金
を
17
億
１
５
２
３
万
７
千

円
見
込
み
、
全
体
に
占
め
る
割

合
は
、
12
・
３
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
左
図
の
よ
う
に
、
平
成
12
年

度
か
ら
年
々
減
少
し
て
い
ま
し
た

が
、
本
年
度
町
民
税
や
た
ば
こ
税

な
ど
の
税
制
改
正
に
よ
り
前
年
度

よ
り
約
５
３
０
０
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の

基
金
を
取
り
崩
し
、
繰
り
入
れ
る

お
金
は
４
億
７
９
６
３
万
６
千
円
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。
町
税
や
分
担

金
・
負
担
金
、
使
用
料
や
財
産
な

ど
の
町
が
自
ら
収
入
で
き
る
自
主

財
源
は
歳
入
全
体
の
19
・
３
％
で

26
億
７
９
２
８
万
１
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

自
主
財
源
に
対
し
、
地
方
交

付
税
や
国
庫
お
よ
び
県
支
出

金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源
は
、

１
１
２
億
１
０
７
１
万
９
千
円
を
見

込
み
、歳
入
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、

80
・
７
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳
入

で
一
番
大
き
い
の
は
地
方
交
付
税
で

す
。
本
年
度
は
17
年
度
の
決
算
見
込

み
並
み
の
75
億
５
５
０
０
万
円
を
見

込
ん
で
お
り
、
歳
入
全
体
に
占
め
る

割
合
は
、
54
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
平
成
12
年
度
と

比
較
す
る
と
、
約
12
億
円
減
少
し
て

い
ま
す
。
地
方
交
付
税
へ
の
依
存
度

の
高
い
能
登
町
に
と
っ
て
は
、
今
後

も
国
の
施
策（
三
位
一
体
改
革
な
ど
）

を
十
分
注
視
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

町
債
は
、
道
路
や
施
設
を
整
備
す

る
た
め
に
借
り
入
れ
る
お
金
で
、
歳

出
の
普
通
建
設
事
業
な
ど
に
充
て
ら

れ
、
本
年
度
は
17
億
３
１
３
０
万
円

を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

義
務
的
経
費
が
48
・
３
％

歳
出
を
性
質
別
で
み
る
と
人
件

費
、
扶
助
費
、
公
債
費
の
義

務
的
経
費
が
67
億
１
２
８
７
万
円

と
な
り
、
歳
出
全
体
の
48
・
３
％

を
占
め
て
い
ま
す
。
人
件
費
に
つ

い
て
は
、
特
別
職
の
期
末
手
当
30

％
削
減
や
一
般
職
の
期
末
・
勤
勉

手
当
20
％
削
減
な
ど
に
よ
り
、
対

前
年
１
億
９
５
０
０
万
円
減
の

26
億
２
７
２
万
９
千
円
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。
公
債
費
に
つ
い
て
は
、
昨

年
度
の
繰
上
償
還
分
約
７
億
円
に
対

し
、
今
年
度
は
約
８
０
０
０
万
円
が

繰
上
償
還
分
と
な
り
、
実
質
で
は
対

前
年
度
約
２
億
８
０
０
０
万
円
の
減

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
費
の
効
果
が
後
年
度
に
及
ぶ
投

資
的
経
費
に
は
、
普
通
建
設
事
業
費

と
災
害
復
旧
事
業
費
が
あ
り
、
本
年

度
は
、
防
災
行
政
告
知
機
整
備
事

業
（
１
億
９
９
５
０
万
円
）
や
町
道

整
備
事
業
（
４
億
８
３
８
５
万
円
）

な
ど
で
総
額
20
億
４
９
３
８
万
円
と

な
り
ま
す
。
前
年
度
と
比
較
す
る
と

第
2
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
整
備
事

業
や
合
併
に
伴
う
電
算
シ
ス
テ
ム
統

合
事
業
な
ど
の
完
了
に
よ
り
、
約

９
億
２
９
０
０
万
円
の
減
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

賃
金
、
需
用
費
、
委
託
料
な
ど
の

消
費
的
な
経
費
で
あ
る
物
件
費
は
、

14
億
１
８
８
６
万
８
千
円
で
あ
り
、

対
前
年
度
約
１
億
８
５
０
０
万
円
の

減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
や

団
体
へ
の
補
助
金
な
ど
の
補
助
費

に
つ
い
て
は
、
奥
能
登
ク
リ
ー
ン

組
合
へ
の
負
担
金
４
億
４
９
０
０
万

円
（
対
前
年
度
約
１
億
９
５
０
０
万

円
増
）
の
増
加
な
ど
に
よ
り

18
億
４
４
９
万
１
千
円
と
対
前
年
度

約
４
５
０
０
万
円
の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。



　有線テレビ番組制作、放送施設維持管理、内浦
地区の整備など
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特
別
会
計
・
企
業
会
計
編

特別会計とは、特定の事業を行う場合や特定の収入で事業を行う場合に、経理を他の会計と区
別する必要があるため、法律や条例に基づいて設置しているものです。能登町には国民健康

保険特別会計や介護保険特別会計など 10 の特別会計があります。
一
般
会
計
と
は
別
に
経
理
さ
れ
る
特
別
会
計
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
の
4

①有線放送事業

8

歳
出
編
②

歳
出
を
目
的
別
で
み
て
み
ま
し
ょ
う
。
何
に
ど
れ
く
ら
い
使
わ
れ
る
か
わ
か
り
ま
す
。

そ
の
3

総務費 　　　　　16 億 9,997 万円 （12.2％）

その他
　議会費・労働費
　災害復旧費
　予備費など

3 億　952 万 2千円（2.2％）

■総務費
全般的な管理事務、企画調整事
務、財政事務、選挙事務などの
経費
■民生費
社会福祉、身体障害者、高齢者、
児童福祉などの経費
■衛生費
感染症予防費、結核予防費、廃
棄物処理費などの経費
■農林水産業費
農業、漁業、林業振興対策の経
費
■商工費
商工業の振興、その他観光事業
などの経費
■土木費
土木事務、道路橋りょう、河川、
都市計画、公営住宅などの経費
■消防費
消火事務、災害防除、災害時被
害軽減などの活動経費
■教育費
教育委員会、小・中学校、社会
教育などの教育関係の経費
■議会費
議会の活動などに必要な経費
で、議員報酬や費用弁償など

民生費 25 億 2,686 万 4 千円（18.2％）

衛生費 15 億 8,016 万 5 千円（11.4％）

農林水産業費 11 億 2,324 万 5 千円（8.1％）

商工費 4億 2,110 万 4 千円（3.0％）

土木費 13 億 8,292 万 9 千円（10.0％）

消防費 6億 3,487 万 6 千円（4.6％）

教育費 8億 9,946 万 2 千円（6.5％）

公債費 33 億 1,186 万 3 千円（23.8％）

５億 9,290 万 8 千円

企業会計とは、独立採算性を原則とする企業的な事業を行う場合に、地方公営企業法の規定を
受けて設置する会計です。水道事業会計と病院事業会計の２つの企業会計があります。

・保険事業勘定　27 億 4,060 万 5 千円
　自営業者や無職の人などが加入する国民健康保
険は町が保険者となって運営します
・直営診療施設勘定　807 万 5千円
　瑞穂診療所を直接運営しています

②国民健康保険
２7億 4,868 万円

　老後における疾病予防・治療など保健事業の総
合的推進を目的としています

③老人保健
34 億 2,461 万 7 千円

・保険事業勘定　25 億 1,550 万 6 千円

・サービス事業勘定　1億 5,973 万 8 千円

④介護保険
26 億 7,524 万 4 千円

主に観光施設の改修・修繕など

⑤観光施設
6,851 万 9 千円

宇出津・恋路・松波・小木処理区の整備など

⑥公共下水道事業
9 億 8,903 万 9 千円

瑞穂・内浦南部・上町・寺五処理区の整備など

⑦農業集落排水事業
6 億 7,118 万 7 千円

羽根・小浦処理区の整備など

⑧漁業集落排水事業
8,973 万 9 千円

指定地区において合併処理浄化槽を整備

⑨浄化槽整備推進事業
3,468 万円

柳田地区再編推進事業・北河内ダム建設事業など

⑩簡易水道事業
５億 2,470 万 2 千円

・収益的支出　3億 9,571 万円
・資本的支出　9億 3,935 万円

主な事業：寺田川ダム・内浦浄水場の整備・未普
及地域解消事業など

①水道事業会計
13 億 3,506 万円

・収益的支出　26 億 5,313 万 7 千円
・資本的支出　1億 9,216 万 6 千円

公立宇出津総合病院にかかる会計

②病院事業会計
28 億 4,530 万 3 千円

①人づくりのまちづくり
　・野田集会所整備事業
　・外国語指導助手招致事業
　　ＡＬＴを 2人から 3人に増員
　・文化財保護事業
　　松波城・珠洲古窯跡群の調査や真脇遺跡の整備　
　　など文化財の調査、保存
②福祉のまちづくり
　・児童手当給付事業
　　制度改正により、受給対象が小学校３年生から　
　　小学校６年生までに拡大
　・マイ保育園登録事業
　　出産前までに希望する保育園を登録し、保育士　
　　の支援を受けながら育児体験を受けることがで　
　　きる制度

③循環型のまちづくり
　・能都埋立処分場ごみ貯留擁壁築堤工事
④産業活性化のまちづくり
　・地元出身の団塊の世代に対する定住促進
　・ＪＡ内浦農産物直販加工施設の整備
　・漁船リース事業の研究
⑤交通・情報のまちづくり
　・新町通り線街路整備事業
　・まちづくり交付金事業
⑥その他のまちづくり
　・防災行政告知施設整備事業
　・消防施設などの整備
　　防火水槽の整備、松波分団ポンプ車

中学生交流 松波城跡公園 マイ保育園 漁船リース

ポンプ車農産物販売新町通り防災行政告知

５つのまちづくり（平成18年度の主な事業）
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地
方
債
・
基
金
編

町
の
借
金
に
あ
た
る
地
方
債
（
町
債
）
と
貯
金
に
あ
た
る
基
金
の
状
況
は
？

そ
の
5

地
方
債
と
は
、
地
方
公
共
団

体
の
長
期
の
借
入
金
の
こ

と
で
す
。
資
金
を
長
期
に
借
り
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
代
間
の
財

政
負
担
の
公
平
化
を
図
っ
た
り
、

計
画
的
な
施
設
の
整
備
を
図
る
こ

と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
地
方
債

を
起
こ
す
こ
と
を
「
起
債
」
と
い

い
ま
す
。

　

地
方
債
は
、
収
入
が
足
り
な
い

か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
起
こ

す
も
の
で
は
な
く
、
地
方
財
政
法

に
よ
っ
て
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
金
と
は
、
特
定
の
目
的
の

た
め
に
財
産
を
維
持
し
、

資
金
を
積
み
立
て
た
り
、
定
額
の

資
金
を
運
用
す
る
た
め
に
設
け
ら

れ
る
資
金
ま
た
は
財
産
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

　

基
金
に
は
「
財
政
調
整
基
金
」

や
「
減
債
基
金
」
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
財
政
調
整
基
金
と
は
、
収
入

を
調
整
し
た
り
、
災
害
に
備
え
る

た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
た
積
立
金

の
こ
と
で
、
家
計
で
の
貯
蓄
に
あ

た
る
も
の
で
す
。
減
債
基
金
は
、

町
が
借
り
入
れ
た
地
方
債
の
償
還

を
計
画
的
に
行
う
た
め
に
積
み
立

て
て
い
る
基
金
で
す
。

「
厳
し
い･･･

」

「
や
む
を
得
ず･･･

」

　

持
木
町
長
が
議
会
で
の
説

明
で
幾
度
と
な
く
発
し
た
言

葉
。
苦
渋
の
決
断
を
し
て
成

立
し
た
平
成
18
年
度
予
算

は
、
一
般
会
計
で
約
21
億
円

を
減
額
す
る
と
い
う
緊
縮
予

算
と
な
っ
た
。
あ
ら
ゆ
る
事

業
を
見
直
し
、
特
別
職
、
一

般
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
も

県
内
で
最
も
大
き
な
削
減
を

行
っ
た
。
町
民
の
み
な
さ
ん

に
対
す
る
各
種
補
助
金
や
給

付
な
ど
で
廃
止
、
減
額
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ほ
ど

現
在
の
町
の
財
政
は
危
機
的

状
況
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

過
疎
化
、
少
子
高
齢
化
、

三
位
一
体
改
革
、
厳
し
さ
は

今
後
も
増
し
て
い
く
。

　

少
な
い
財
源
の
中
で
、
町

の
未
来
の
た
め
に
何
を
す
る

の
か
。
大
切
な
こ
と
は
「
選

択
と
集
中
」
そ
し
て
町
民
す

べ
て
の
「
創
意
工
夫
」
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
明
る
い
未
来
」
は
自
分
た

ち
の
手
で
つ
か
み
取
る
こ
と

が
で
き
る
。
わ
た
し
た
ち
の

能
登
町
に
は
た
く
さ
ん
の
可

能
性
が
あ
る
の
だ
か
ら
。

第１回

定例会

議
会

平
成
18
年
度
予
算
案
な
ど
を

可
決

　

第
1
回
能
登
町
議
会
定
例
会

は
、
３
月
９
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
を
24
日
ま
で
の
16
日
間

と
し
、
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
や
平
成
18
年
度
一
般
会
計

予
算
な
ど
町
長
提
出
議
案
57
議
案

が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。
人
事
案
件

１
件
に
同
意
し
、
そ
の
他
の
議
案

は
各
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

24
日
の
採
決
に
は
、
町
長
提
出

議
案
56
件
は
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
会
提
出

議
案
と
し
て
「
能
登
町
議
会
議
員

政
治
倫
理
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
」「
能
登
町
議
会
議
員
定
数
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て
」
の
2
件
が
審
議
さ
れ
、
無

記
名
投
票
の
結
果
2
件
は
否
決
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
、
岩
住
福

二
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
員
辞

職
願
い
を
許
可
し
ま
し
た
。
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地方債（普通会計分※）の推移
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財政調整基金

H18
見込

H17H16H15H14H13H12H11H10

億円 基金（普通会計分※）の推移

　町の財政の悪化は地方債の発行残高が多くなってきた
ことが大きな原因です。平成 10 年度で約 261 億円であ
ったものが平成 16年度では約 289 億円となり、約 27億
円の増額となっています。国・地方ともに財政難の中、
低迷する経済に配慮し公共事業を積極的に実施してきた
こと、また地方交付税の一部が振替えられた臨時財政対
策債、住民税などの減税に伴う減税補てん債、合併に伴
う合併貸付金などの借入の影響で大きく伸びています。
平成 18年度残高が大きく減少しているのは平成 17年度
に繰上償還を実施したことや発行額を抑制した結果です。
　今後、地方債の発行を抑制することが課題となってい
ます。

　財政調整基金は平成 13 年度以降、町税の減少
や三位一体改革の影響による収入不足を補てんし
てきたため、平成 12年度で約 23億円あったもの
が平成 18年度末には１億円以下になる予定です。
また減債基金についても平成 17 年度には約 9億
円の繰上償還を実施した結果ほぼゼロとなる予定
です。その他の基金で平成 17 年度に大きく増加
しているのは合併振興基金約 17 億円を新たに創
設したことによるものです。定額運用基金には、 
土地開発基金（1億円）があります。危機的な財
政状況の中、柔軟な財政運営を実施するため適正
な財政調整基金の確保が課題となっています。

◆
可
決
さ
れ
た
議
案

○
平
成
17
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

　
（
第
7
号
）
▼
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ

　

れ
15
億
１
３
８
５
万
9
千
円
を
追

　

加
し
総
額
を
１
８
３
億
８
０
２
５

　

万
8
千
円
と
す
る

○
平
成
17
年
度
有
線
放
送
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
3
号
）

○
平
成
17
年
度
観
光
施
設
特
別
会
計

　

補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）

○
平
成
17
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進
事

　

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

○
平
成
17
年
度
水
道
事
業
会
計
補
正

　

予
算
（
第
4
号
）

○
平
成
18
年
度
一
般
会
計
予
算

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
３
８
億
９

　

０
０
０
万
円
と
す
る

○
平
成
18
年
度
有
線
放
送
事
業
特
別

　

会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別

　

会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
老
人
保
健
特
別
会
計

　

予
算

○
平
成
18
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計

　

予
算

○
平
成
18
年
度
観
光
施
設
特
別
会
計

　

予
算

○
平
成
18
年
度
公
共
下
水
道
事
業
特

　

別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
農
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
漁
業
集
落
排
水
事
業

　

特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
浄
化
槽
整
備
推
進
事

　

業
特
別
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別

　

会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算

○
平
成
18
年
度
病
院
事
業
会
計
予
算

○
能
登
町
名
誉
町
民
条
例
に
つ
い
て

○
能
登
町
顕
彰
条
例
に
つ
い
て

○
能
登
町
地
区
集
会
所
等
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼

　

木
住
多
目
的
集
会
所
を
追
加

○
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の

　

の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て
▼
報
酬
を
一
律
10
％
削
減

○
常
勤
の
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に

　

関
す
る
条
例
及
び
教
育
長
の
給

　

与
、
勤
務
時
間　

そ
の
他
の
勤
務

　

条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
町
長
、

　

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
の
期
末

　

手
当
を
30
％
削
減

○
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て
▼
一
般
職
全
職
員
の
期
末

　

手
当
・
勤
勉
手
当
を
そ
れ
ぞ
れ

　

20
％
削
減
、
管
理
職
手
当
定
額
化

○
職
員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

　

つ
い
て

○
能
登
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て
▼
前
納
報
奨
金

　

を
廃
止

○
能
登
町
合
併
振
興
基
金
条
例
に
つ

　

い
て
▼
合
併
特
例
債
を
活
用
し
、

　

17
億
１
１
０
０
万
円
を
基
金
と
し

　

て
積
立
て

○
能
登
町
国
民
保
護
協
議
会
条
例
に

　

つ
い
て

○
能
登
町
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

　

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
瑞

　

穂
中
学
校
を
鵜
川
中
学
校
に
統

　

合
、
瑞
穂
小
学
校
、
三
波
小
学
校

　

を
鵜
川
小
学
校
に
統
合

○
能
登
町
心
身
障
害
児
童
福
祉
金
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て
▼
支
給
月
額
を
20
％
削
減

○
能
登
町
在
宅
長
寿
祝
金
支
給
条
例

　

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

　

て
▼
88
歳
に
2
万
円
、
100
歳
に

　

5
万
円
に
改
め
る

○
能
登
町
敬
老
祝
金
条
例
の
廃
止
に

　

つ
い
て
▼
満
90
歳
以
上
に
支
給
し

　

て
い
た
祝
金
を
廃
止

○
能
登
町
心
身
障
害
者
医
療
費
の
助

　

成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

す
る
条
例
に
つ
い
て
▼
身
体
障
害

　

者
3
級
の
方
の
医
療
費
助
成
を
廃
止

○
能
登
町
障
害
程
度
区
分
認
定
審
査

　

会
の
委
員
の
定
数
等
を
定
め
る
条

　

例
に
つ
い
て

○
能
登
町
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

　

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
能
登
町
多
目
的
交
流
セ
ン
タ
ー
条

　

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

　

い
て

○
能
登
町
体
験
交
流
施
設
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
能
登
町
浄
化
槽
市
町
村
整
備
推
進

　

事
業
の
整
備
に
関
す
る
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
能
登
町
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融

　

資
の
あ
っ
せ
ん
及
び
助
成
金
交
付

　

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

　

る
条
例
に
つ
い
て

○
能
登
町
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改

　

正
す
る
条
例
に
つ
い
て

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

に
つ
い
て
▼
木
住
多
目
的
集
会
所

　

指
定
管
理
者
に
木
住
区
長
を
指
定

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

に
つ
い
て
▼
宮
地
交
流
宿
泊
所
指

　

定
管
理
者
に
特
定
非
営
利
活
動
法

　

人
コ
ブ
シ
を
指
定
▼
能
登
町
農
産

　

物
処
理
加
工
施
設
の
指
定
管
理
者

　

に
農
事
組
合
法
人
の
と
夢
づ
く
り

　

を
指
定

○
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

に
つ
い
て
▼
内
浦
総
合
運
動
公
園

　

体
育
施
設
の
指
定
管
理
者
に
㈶
内

　

浦
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
団
を
指
定

○
能
登
町
病
院
事
業
会
計
の
欠
損
処

　

理
に
つ
い
て

○
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

　

整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

○
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の
総
合

　

整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

○
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

○
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
（
17

　

年
災
5
号
波
並
漁
港
災
害
復
旧
工

　

事
）

○
「
平
成
17
年
度
防
災
行
政
告
知
整

　

備
事
業
機
器
設
置
工
事
請
負
契
約

　

に
つ
い
て
」
の
議
決
の
一
部
変
更

　

に
つ
い
て

○
「
能
登
町
公
共
下
水
道
根
幹
的
施

　

設
の
建
設
工
事
委
託
に
関
す
る
協

　

定
の
締
結
に
つ
い
て
」
の
議
決
の

　

一
部
変
更
に
つ
い
て

○
能
登
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　

に
つ
い
て
▼
舛
谷
伸
子
さ
ん
（
松

　

波
）
を
教
育
委
員
会
委
員
に
再
任

◆
採
択
さ
れ
た
請
願

○
地
籍
調
査
の
促
進
に
つ
い
て

◆
継
続
審
議
と
な
っ
た
陳
情

○
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
安
易
な
民
間

　

開
放
は
行
わ
ず
充
実
を
求
め
る
意

　

見
書
」
提
出
に
関
す
る
陳
情

◆
否
決
さ
れ
た
議
会
議
案

○
能
登
町
議
会
議
員
政
治
倫
理
条
例

　

の
制
定
に
つ
い
て

○
能
登
町
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一

　

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

※普通会計とは一般会
計と有線放送事業特別
会計を合計したもの

見込

見込
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審議会委員紹介⑤

松原利吉さん
（能登町商工会）

　縄文時代を四千年もの間住み
続けた輝かしい歴史を持つ能登
町民の一人となり、あっという
間に一年間が過ぎました。
　私は、まちづくりとは「住む
人が安全で快適な環境を築くこ
と」と定義づけており、「向こ
う三軒両隣」という言葉があり
ますが、過疎化や高齢化が進む
なか、もう一度考えてみたい言
葉です。それに、真脇縄文人の
知恵をまちづくりに活かせない
ものか漠然と考えております。

谷内與三郎さん
（のと森林組合）

　能登町が誕生して一年。合併
協議会での決定事項などを遵守
しスタートしたものの、危機的
な状況ばかりが伝えられ、町民
は不安な気持ちを抱いている。
　町民と町職員、議会が共通理
解を図り、行政改革や意識改革
により町づくりを進めたい。
　農林水産業のきびしい現状を
打破するような総合計画を目指
したい。

能
登
町
総
合
計
画（
案
）

【
中
間
報
告
】　

総
合
計
画
策
定
委
員
会
で
は
、「
能
登
町
ま
ち

づ
く
り
計
画
」
を
も
と
に
、
住
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
や
ご
提
案
を
踏
ま
え
、
町
の
将
来
ビ
ジ

ョ
ン
を
検
討
し
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
そ
の
中
間
報
告
で
す
。
今
秋
の
計
画
策

定
と
早
期
の
実
行
を
目
指
し
、
引
き
続
き
施
策
の

具
体
化
の
た
め
の
検
討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・人口減少・超高齢化の進行
・価値観の転換
・循環型社会の構築
・情報のネットワーク化
・広域交流の拡大
・地方分権の推進
・行政と住民の協働の推進

・海山川の豊かな自然を有する。
・祭りや民俗風習が継承されている。
・人口減少、少子・高齢化が進行して
　いる。
・産業別就業人口は、県全体と比較し
　て第 1次産業の占める割合が多い
　が、年々、第 1次産業は減少し、第
　3次産業が増えている。

人口減少・超高
齢社会への対応

住み続けたいと
思える快適な居
住環境の充実

豊かな自然や歴
史・文化資源の
継承・活用

地域の恵みを活
かした産業の展
開

住民自治による
協働型のまちづ
くりの推進

行財政基盤の強
化

大切にしましょう【自然環境】

１．豊かな自然を守り活かすまちづくり
自然環境の保全・活用／循環型社会の構築

活き活きしましょう【生活基盤】

２．潤いある暮らしを支える快適なまちづくり
町土の保全 /町土の計画的利用 /道路整備の推進 /公共交通の充実 /交通安全・
防犯対策の充実 / 防災・救急体制の強化 / 公園緑地の整備 / ごみ・し尿処理の
充実 /水道施設の充実 /下水道の充実 /定住の促進

挑みましょう【産業振興】

３．地の恵みを糧とする活力あるまちづくり
農業の振興 /林業の振興 /水産業の振興 /観光の振興 /商業の振興 /工業の振興
/新規産業の創出、産業連携の促進

支え合いましょう【健康・福祉】

４．健やかでやすらぎのあるまちづくり
保健事業、健康づくりの推進 / 医療体制の充実 / 児童福祉の向上 / 高齢者福祉
の向上 /障害者福祉の向上 /社会保障の充実

育みましょう【教育・文化・スポーツ】

５．創造性と元気溢れるまちづくり
学校教育の充実 / 生涯学習の推進 / 地域文化の振興 / 文化的遺産の保護・活用
/スポーツ・レクリエーションの振興 /国際交流の推進

ふれあいましょう【住民参画】

６．住民が連携・交流するまちづくり
コミュニティ活動の促進 /住民参画の推進 /広報・公聴の充実 /交流活動の推進

結びましょう【情報・行財政】

７．高度通信網の活用と健全な行財政のまちづくり
情報通信基盤の充実 /行政運営の効率化 /財政運営の効率化

【合併前住民意向調査（H15.3 ～ 4 実施）】
※重点施策の要望の設問で 27 項目中の上位 10 項目

項　目 割合
1 福祉施設、介護体制の充実 9.5％
2 雇用機会の創出 9.2％
3 バス・鉄道等の公共交通の利便性 8.6％
4 医療施設、救急体制の充実 8.2％

5 住民と一体となったまちづくりの推
進 7.6％

6 都市との情報格差をなくすための情
報通信基盤の整備 6.9％

7 日常生活の利便性 5.3％
8 道路整備による交通利便性の向上 5.2％
9 生活道路の整備促進 4.3％
10 農林水産振興への取組み 3.6％

【能登町の未来を語る会（H17.7～10実施）】
※多くのご意見が寄せられた項目

項　目 件数
1 道路整備の推進 38
2 行政運営の効率化 35
3 農林水産業の振興 26
4 広報・公聴の充実 17
5 コミュニティ活動の促進 16
6 公共交通の充実 16
7 町土の保全 16
8 廃校舎の活用 15
9 財政運営の効率化 14
10 観光の振興 14
11 新規産業の創出、産業連携の促進 13
12 情報通信基盤の充実 12
13 学校教育の充実 12
14 交流活動の推進 11
15 住民参画の推進 11
16 高齢者福祉の向上 11
17 防災・救急体制の強化 11
18 定住の促進 10

『奥能登にひと・くらしが輝く
ふれあいのまち』

～協働と循環により躍進するまちづくり～

一歩前へ進むまちづくり

７つのしましょう
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瑞
穂
学
園
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た

の
は
小
学
校
８
人
、
中
学
校
13
人
の
児

童
生
徒
た
ち
。
3
月
15
日
に
行
わ
れ
た

最
後
の
卒
業
式
で
は
、
山
本
松
二
校
長

か
ら
卒
業
生
一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
「
あ
な
た
方
の
限
り
な
い

前
途
に
夢
を
託
し
ま
す
」
と
は
な
む
け

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
中
学
校
卒

業
生
を
代
表
し
て
、
畠
中
さ
ゆ
り
さ
ん

が
「
ど
ん
な
行
事
に
も
最
後
と
い
う
言

葉
が
つ
き
責
任
を
感
じ
ま
し
た
が
、
お

互
い
の
こ
と
を
理
解
し
励
ま
し
合
い
、

や
り
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

学
舎
と
の
最
後
の
別
れ
と
な
っ
た
閉

校
式
は
３
月
26
日
に

行
わ
れ
、
子
ど
も
た

ち
は
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
出
を
心
に
刻
み
、

そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い

環
境
へ
と
旅
立
ち
ま

し
た
。

　
　

明
治
６
年
、
院
内
小
学
校
と
し
て
設

立
以
来
１
３
０
年
続
い
た
瑞
穂
小
学

校
。
昭
和
22
年
、
学
制
改
革
に
よ
り
設

立
さ
れ
60
年
の
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
瑞

穂
中
学
校
。
昭
和
48
年
に
小
中
統
合
校

舎
が
完
成
し
て
か
ら
は
、
互
い
を
尊
重

し
合
い
、
小
中
一
丸
と
な
っ
て
地
域
・

家
庭
・
学
校
が
協
力
し
て
子
ど
も
た
ち

を
育
て
て
き
ま
し
た
。
こ
の
瑞
穂
学
園

が
平
成
18
年
３
月
、
長
い
歴
史
に
幕
を

下
ろ
し
ま
し
た
。

　

瑞
穂
小
学
校
は
、
平
成
16
年
に
完
全

複
式
学
級
と
な
り
、
児
童
生
徒
た
ち
の

将
来
や
学
校
本
来
の
機
能
を
考
え
「
学

校
再
編
成
も
や
む
を
得
な
い
」
と
苦
渋

の
選
択
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
わ
た
し
ら
４
月
か
ら
違
う
小
学
校

に
行
き
ん
よ
！
」
と
元
気
に
話
し
て
く

れ
た
小
学
１
年
生
の
女
の
子
。
瑞
穂
学

園
の
児
童
生
徒
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の

希
望
を
胸
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
こ
の
春
か

ら
新
し
い
学
校
で
の
生
活
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
す
。

　

目
の
前
に
日
本
海
が
広
が
る
三
波
小

学
校
は
、
明
治
６
年
の
開
校
以
来
、
地

域
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
文
化
の
中
心

と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
教
育
の
場
と

し
て
、
長
く
そ
の
役
割
を
果
た
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
学
校
が
、
平
成
18
年
３

月
を
も
っ
て
閉
校
し
ま
し
た
。

　

全
校
児
童
７
人
。
三
波
小
学
校
は「
み

ん
な
が
主
役
に
な
れ
る
学
校
」
で
し
た
。

少
な
い
児
童
数
が
ゆ
え
に
、
児
童
一
人

ひ
と
り
が
あ
ら
ゆ
る
経
験
を
す
る
こ
と

が
で
き
た
か
ら
で
す
。
小
規
模
校
と
し

て
の
特
色
を
生
か
し
、
子
ど
も
た
ち
が

自
ら
考
え
、
学
ぶ
力
を
伸
ば
せ
る
学
校

で
し
た
。

制服姿もりりしく、最上級生としての
役割をしっかり果たしてきた卒業生

お世話になった先生方に感謝の気持ち
を込めて花束を

　

３
月
16
日
に
は
最
後
の
卒
業
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
人
の
卒
業
生
が
受
け

取
っ
た
卒
業
証
書
は
、
自
分
た
ち
で
制

作
し
た
和
紙
に
名
前
が
書
か
れ
た
も
の

で
、
世
界
で
一
枚
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

中
平
義
則
校
長
か
ら
は
「
二
人
の
最
上

級
生
と
し
て
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
か
っ

た
。
た
く
さ
ん
の
感
動
を
あ
り
が
と
う
」

と
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

閉
校
式
は
、
３
月
25
日
に
行
わ
れ
、

児
童
た
ち
は
慣
れ
親
し
ん
だ
母
校
と
の

最
後
の
別
れ
を
惜
し
み
ま
し
た
。
こ
の

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
忘
れ
ず
、
新
し

い
学
校
で
自
分
た
ち
の
夢
に
向
か
っ
て

歩
き
続
け
て
く
だ
さ
い
。

瑞
穂
小
学
校

瑞
穂
中
学
校

最
後
の
卒
業
式

さ
よ
う
な
ら

三
波
小
学
校

最
後
の
卒
業
式
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黒川
岩井戸公民館のしだれ桜　
　旧黒川小学校の建物の後ろに、見事なしだれ
桜があるんだよ。子どもたちの自慢の桜だった
んだって。今年もきれいに咲くといいね！

宇出津の
遠島山公園　
　奥能登で唯一の吊り
橋「しらさぎ橋」があ
る遠島山公園。橋から
の景色を眺めたり、桜
を見ながらゆっくりお
弁当を食べるのもいい
よね！
　お花見の季節には
「ぼんぼり」も飾られ
てたくさんの花見客で
賑わってるよ。

柳田植物公園　
　ここにはソメイヨシ
ノのほかにも、しだ
れ桜や山桜などおよそ
250 本の桜が植えられ
ているんだって！
　公園内の桜並木は満
開になると桜のトンネ
ルをくぐってるみたい
になるんだよ。少しず
つ開花の時期が違う桜
があるから、長く桜を
楽しめるよ。家族みん
なで行ってみよう！

内浦
総合運動公園
　すぐそばに海が見え
る総合運動公園。ここ
には、ソメイヨシノの
ほかにもしだれ桜や八
重桜、大島桜など、お
よそ 250 本の桜がある
んだよ。
　陸上競技場の周辺や
キリコ橋から海沿いへ
と続く桜並木が見どこ
ろだよ。みんなも一度
散歩してみてね。

内浦放牧場　
　牧場の周辺におよそ 200 本の桜が植え
られているよ。カワイイ牛たちもこの桜
を見て楽しんでいるのかもね。ドライブ
コースにもいいよね！ 鵜川の

山田川沿い
　鵜川を流れる山
田川沿いに並んで
咲くソメイヨシノ。道行く人たちの心を和ませて
くれるよねぇ。水面に映る桜の景色もなかなかお
つなもんだよ！
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   3月海の幸に舌鼓！「しかたの風 in のと」

　　　　 キラっ！と輝く日々はあなた次第

しかたの風 in のとは、3 月 4 日、5
日に能都町漁協横特設会場で開催

されました。海の幸を存分に味わうこ
とができる食のイベントに町内外から
約 6,000 人が訪れました。
　会場には 30 店舗のグルメ屋台村や炉
端焼きコーナーが設けられ、能登町の
特産品や海産物などが販売されました。
来場者は、イカやカニなど自分の好み
の食材を炉端で焼いたり、お土産に持っ
て帰ったりと思い思いにイベントを楽
しんでいました。

能登町生涯学習振興大会が、2月 26 日に能都庁舎を主
会場に行われました。午前中に能都郷土資料館で開

かれた第１分科会では、「能登町の今と昔」と題して町内
の中学生と地域住民との座談会が行われました。能登の方
言や建築などについて意見交換を行い、最後に「いしり」
を使った郷土料理が振る舞われました。
　午後からは能都庁舎で式典が行われ、表彰式では文化の
普及や地域社会に貢献した個人や団体が社会教育功労者表
彰を受けました。

▲新鮮な海の幸を炭火で焼いて食べると格別です

18

▲ 5日の「マグロの解体・即売」には 130 ㎏のマグロが登場！

2006.4  № 14  19

まちの出来事　　 3

宇宙に輝く「きりこ祭り」危険な夜道に反射タスキ

星の名付け親に。満天星が発見した４つ目の小惑星
が 2月 23 日に「KirikoMatsuri（きりこ祭り）」と

命名されました。小惑星は満天星職員の土川啓さんが
平成 11 年に発見した星です。能登町誕生を記念し名前
を募集したところ、約 750 通の応募があり、「あばれ」
や「きりこ」など祭りに関係のある提案がたくさんあ
りました。祭りのテーマで一番数の多かった「Kiriko
きりこ」は似た名前があるため「KirikoMatsuri」として
申請しました。土川さんは「能登町にふさわしい名前
になった。今後も KirikoMatsuri の観測を続けたい」と
話してくれました。

▲

満
天
星
の
望
遠
鏡
で
観
測
す
る
土
川
さ
ん

高齢者交通安全事故防止連絡会は 2月 27 日、町内
の一人暮らしの高齢者などを対象に夜光反射タス

キ 3,000 本を配布しました。タスキは民生委員や老人
会などが中心となって各家庭へ配布されました。配布
初日となったこの日は、新平悠紀夫交通安全協会長や
竹西フミ子民生児童委員連絡協議会長らが、真智敦子
さん（76 歳・松波）宅を訪れタスキを手渡しました。
新平会長が「玄関などに置いて外出時に使ってくださ
い」と言葉をかけると、真智さんは「しっかり活用し
たいと思います」と話していました。みなさんも夜間
の外出には十分注意しましょう。

▲

タ
ス
キ
に
は
名
前
を
書
い
て
、
す
ぐ
目
の

　

つ
く
と
こ
ろ
に
置
い
て
く
だ
さ
い
ね

辺見じゅんさんが来町 「オヤマ」で五穀豊穣を祈願

映画「男たちの大和」の原作者・辺見じゅんさん
が、３月 12 日に当目を訪れ、作品の中に登場す

る臼
うすぶちいわお

淵磐大尉の名が刻まれた忠魂碑に花束を手向けま
した。臼淵大尉は「敗レテ目覚メル」などの名言を残し、
戦艦大和と運命を共にした人物です。大尉の父・清忠
さんの出身地である当目地区では、戦後 60 年を機に郷
土ゆかりの先人として調べ始め、今回は大尉に関する
著書がある辺見さんを招待しました。
　粉雪の舞う中、辺見さんは大尉の遠縁にあたる花井
信子さん（大箱）や地区住民らと高台にある忠魂碑に
足を運び花束と線香を供えて手を合わせました。

▲

忠
魂
碑
に
手
を
合
わ
せ
る
辺
見
さ
ん
（
右
）

　

と
花
井
さ
ん
（
左
）

石を祀り、五穀豊穣を祈願する柿生・神道地区の奇
祭「石仏山祭」が3月2日に行われました。祭りは、

女人禁制の聖域とされる石仏山に地区の男衆が太鼓を
鳴らしながら登っていきます。途中、しめ縄で結界
を張り、高さ 3メートル、幅 60 センチの巨石
の前で神事が行われます。
　この石仏山祭は、社殿建築が出現する前
の原始神道を今に伝えるとされる貴重な
祭りです。男衆は、巨石に手を合わせ
五穀豊穣と地区の繁栄を祈願しました。

▲

「
帰
り
は
気
を
つ
け
る
ん
だ
よ
ぉ
！
」　

　

  

と
手
を
ふ
っ
て
く
れ
た
あ
き
竹
城
さ
ん

▲

囲
炉
裏
を
囲
ん
で
の
座
談
会

　このあとテレビ、舞台などで活
躍中の女優、あき竹城さんを講師
に招き「キラキラ輝く人生のため
に」をテーマに記念講演会が催
されました。あきさんはユーモア
たっぷりの「山形弁」で、芸能界
での苦労話などについて講演し、
会場を大いに沸かせました。

◆社会教育功労者表彰受賞者
　  【個人】小倉昭治さん（宇出津）
　　　  　  野口 美さん（寺　分）
　　　　    齋藤正治さん（小　木）
  　【団体】唐獅子太鼓保存会
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☎
62

－

８
５
０
９

柳
田
庁
舎
（
休
日
は
☎
76

－

８
３
０
０
）

柳
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
76

－

８
３
０
０

広
報
情
報
推
進
課　
☎
76

－

８
３
０
１

農
林
課　
　
　
　　

 

☎
76

－

８
３
０
２

建
設
課　
　
　
　　

 

☎
76

－

８
３
０
４

議
会
事
務
局　　

 

☎
76

－

８
３
１
０

内
浦
庁
舎
（
休
日
は
☎
72

－

２
５
０
０
）

内
浦
総
合
サ
ー
ビ
ス
課
☎
72

－

２
５
０
０

町
民
課　
　
　
　
　 

☎
72

－

２
５
０
１

長
寿
介
護
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
２

健
康
福
祉
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
３

水
産
課　
　
　
　　

 

☎
72

－

２
５
０
４

商
工
観
光
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
５

下
水
道
課　
　

  　

 

☎
72

－

２
５
０
７

水
道
課　
　
　

 　

 

☎
72

－

２
５
０
８

学
校
教
育
課　
　

  

☎
72

－

２
５
０
９

生
涯
学
習
課　

 　

 

☎
72

－

２
５
１
０

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課  

☎
72

－

２
５
１
２

※
主
な
課
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
支
給
月
額

　

が
３
５
０
０
円
か
ら
２
８
０
０
円
に

◆
在
宅
重
度
身
体
障
害
者
等
介
護
慰
労
金

　
﹇
廃
止
﹈

　

月
額
９
０
０
０
円
の
給
付
が
廃
止
に

◆
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
助
成
﹇
廃
止
﹈

　

購
入
代
金
の
半
額
助
成
が
廃
止

◆
人
間
ド
ッ
ク
検
査
補
助
金
﹇
廃
止
﹈

　

負
担
額
の
補
助
（
1
万
円
）
が
廃
止
に

　

※
平
成
17
年
度
分
の
申
請
期
限
は
4
月

　
　

28
日
ま
で
で
す
。

【
長
寿
介
護
課
】

◆
配
食
サ
ー
ビ
ス
﹇
改
正
﹈

　

１
食
４
０
０
円
が
６
０
０
円
に

◆
寝
具
洗
濯
乾
燥
消
毒
サ
ー
ビ
ス﹇
改
正
﹈

　

年
4
回
が
年
2
回
に

◆
訪
問
理
容
美
容
サ
ー
ビ
ス
﹇
改
正
﹈

　

年
4
回
が
年
2
回
に

◆
高
高
齢
者
理
容
美
容
券
﹇
改
正
﹈

　

対
象
80
歳
以
上
老
人
が
町
民
税
非
課
税

　

の
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
老
人
に

　

※
該
当
す
る
方
は
申
請
が
必
要
で
す
。

◆
老
人
福
祉
タ
ク
シ
ー
﹇
改
正
﹈

　

対
象
が
町
民
税
非
課
税
世
帯
の
介
護
認

　

定
者
に
、
チ
ケ
ッ
ト
48
枚
が
24
枚
に

◆
在
宅
長
寿
祝
金
﹇
改
正
﹈

　

満
１
０
０
歳
の
１
０
０
万
円
が
５
万
円

　

に
、
在
宅
30
年
が
10
年
に

お  

知  

ら  

せ

⑤
単
身
の
方
は
ご
遠
慮
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す

〈
問
い
合
わ
せ
〉
建
設
課

能
登
町
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す　
　

〈
貸
与
区
分
〉

◆
高
校
生　

月
額
２
万
円

◆
短
大
・
高
専　

月
額
２
万
５
千
円

◆
大
学
生
（
４
年
制
）
月
額
３
万
円

※
選
考
委
員
会
に
よ
り
奨
学
生
を
決
定

〈
申
込
期
限
〉
４
月
14
日
㈮

〈
問
い
合
わ
せ
〉
学
校
教
育
課

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

職
員
採
用
試
験

　〈
職
種
お
よ
び
人
員
〉

　

一
般
事
務
お
よ
び
現
場
管
理　

１
人

〈
受
験
資
格
〉
昭
和
56
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
方
で
、
能
登
町
に
住
所
を
有

す
る
方
ま
た
は
そ
の
子
を
原
則
と
し
、
高

等
学
校
卒
業
程
度
で
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
あ

る
程
度
で
き
る
方

〈
申
込
受
付
〉
履
歴
書
を
４
月
20
日
㈭
ま

で
に
提
出
、
ま
た
は
郵
送
（
簡
易
書
留
）

し
て
く
だ
さ
い
。
試
験
日
に
つ
い
て
は
後

日
、
申
込
者
に
連
絡
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
㈳
能
登
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
事
務
局　

☎
76

－

２
６
８
０

　能登空港の利用促進と交流人口の拡大
を目的に、能登空港利用助成金は、開港
以来多くの方に交付されてきました。
　7月 1 日以降の搭乗者からは、右表の
助成金制度に変わりますので、みなさん
のご理解とご協力をお願いします。

　　　　　　〈問い合わせ〉企画財政課

対　象 現在の助成制度 ７月１日からの新制度

町　民

・片道 2,000 円
・往復 4,000 円
・小人（満３歳以上12歳未満）
は片道 1,000 円、往復 2,000
円を助成

・片道 1,500 円
・往復 3,000 円
・小人は大人と同額を助成

里帰り者 ・往路 3,000 円 制度廃止

観光客
町内宿泊施設
利用者

・往路 3,000 円
・小人（満３歳以上12歳未満）
は対象外

・往路 1,500 円
・小人は大人と同額を助成
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◆
生
き
が
い
活
動
支
援
通
所
サ
ー
ビ
ス

　
﹇
改
正
﹈

　

第
2
長
寿
園
、
藤
波
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

　

ン
タ
ー
の
利
用
が
可
能
に

◆
軽
度
生
活
支
援
事
業
﹇
改
正
﹈

　

第
2
長
寿
園
で
の
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス

　

の
利
用
が
可
能
に

◆
自
立
支
援
型
在
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
推
進
事

　

業
﹇
廃
止
﹈

　

別
に
介
護
保
険
で
の
給
付
あ
り

◆
敬
老
祝
金
（
敬
老
福
祉
金
）﹇
廃
止
﹈

　

90
歳
以
上
1
万
円
の
支
給
を
廃
止

◆
老
人
入
浴
の
日
﹇
廃
止
﹈

　

毎
月
20
日
の
銭
湯
入
浴
料
無
料
制
度
が

　

廃
止
に

◆
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

　

入
所
費
用
助
成
﹇
廃
止
﹈

　

月
額
7
万
円
超
で
1
万
円
の
助
成
限
度

　

が
廃
止
に

◆
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
が
「
地
域
包

　

括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
な
り
ま
す

【
商
工
観
光
課
】

◆
定
住
促
進
奨
励
金
﹇
廃
止
﹈

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
、
新
規
学
卒
、
雇
用
奨

　

励
金
が
廃
止
に

7 月 1日搭乗分から

  平
成
18
年
度
か
ら
制
度
を
見
直
し
、

変
更
・
廃
止
さ
れ
た
も
の　
　
　
　

【
税
務
課
】

◆
前
納
報
奨
金
﹇
廃
止
﹈

　

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
町
県
民

税
の
普
通
徴
収
分
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

前
納
（
第
1
期
に
1
年
分
を
納
付
）
の
場

合
、
年
税
額
か
ら
差
引
い
て
交
付
し
て
い

た
報
奨
金
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

※
納
税
に
は
、
確
実
・
安
心
な
「
口
座
振

替
」
が
便
利
で
す
。

【
町
民
課
】

◆
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
お
祝
金
﹇
改
正
﹈

　

1
人
に
つ
き
10
万
円
が
5
万
円
に

◆
結
婚
お
祝
金
﹇
廃
止
﹈

【
健
康
福
祉
課
】

◆
3
級
身
体
障
害
者
手
帳
所
持
者
の
医
療

　

費
助
成
﹇
廃
止
﹈

　

医
療
費
半
額
助
成
が
廃
止
に

◆
福
祉
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
の
利
用
上
限

　

額
﹇
改
正
﹈

　

利
用
上
限
額
が
5
０
０
０
円
か
ら

　

4
０
０
０
円
に

◆
心
身
障
害
児
福
祉
金
の
支
給
月
額﹇
改
正
﹈

　

重
度
障
害
児
へ
の
支
給
月
額
が

　

5
０
０
０
円
か
ら
4
０
０
０
円
に

    

募　

集

行
政
マ
イ
ク
ロ
バ
ス　
　
　
　
　
　

　
　
　

登
録
運
転
手
を
募
集
し
ま
す

〈
募
集
人
数
〉
若
干
名

〈
勤
務
場
所
〉
能
都
、
柳
田
、
内
浦
庁
舎

〈
雇
用
期
間
〉

　

５
月
１
日
〜
平
成
19
年
３
月
31
日

〈
勤
務
日
〉
不
定
期
（
行
政
バ
ス
利
用
申

込
状
況
に
応
じ
て
勤
務
）

〈
賃
金
〉
時
給
１
０
０
０
円

〈
対
象
〉
能
登
町
在
住
で
平
成
18
年
４
月

１
日
現
在
で
70
歳
未
満
の
方

〈
資
格
〉
大
型
１
種
免
許
以
上
の
保
有
者

〈
申
込
受
付
〉
履
歴
書
、
運
転
免
許
証
の

写
し
、
運
転
記
録
証
明
書
（
自
動
車
安
全

運
転
セ
ン
タ
ー
発
行
）
を
４
月
14
日
㈮
ま

で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
監
理
課

町
営
住
宅
入
居
者
募
集　
　
　
　
　

〈
募
集
期
間
〉
４
月
３
日
㈪
〜
17
日
㈪

〈
対
象
住
宅
〉
桜
木
住
宅
（
字
鵜
川
）

　
　
　
　
　
　

１
戸
（
３
Ｄ
Ｋ
）　

〈
家
賃
〉
所
得
に
よ
り
家
賃
が
決
定

〈
入
居
資
格
〉

①
能
登
町
に
住
所
を
有
す
る
方

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

③
町
税
な
ど
の
滞
納
が
な
い
方

④
収
入
基
準
：
所
得
月
額
が
20
万
円
以
下

労
働
保
険　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

年
度
更
新
申
告
の
時
期
で
す
よ
！

◆
年
度
更
新
説
明
会

〈
日
時
・
場
所
〉
４
月
７
日
㈮
午
前
10
時

〜
12
時　

輪
島
地
方
合
同
庁
舎　

４
階

◆
年
度
更
新
集
合
受
付

〈
日
時
・
場
所
〉

・
４
月
20
日
㈭
午
前
10
時
〜
12
時

　

27
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分　

　
　
　
　
　
（
能
都
公
共
職
業
安
定
所
）

・
４
月
19
日
㈬
午
前
10
時
〜
12
時

　
　

26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
　
（
能
登
町
商
工
会
柳
田
支
所
）

・
４
月
20
日
㈭
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30

分
、
27
日
㈭
午
前
10
時
〜
12
時

　
（
能
都
公
共
職
業
安
定
所
珠
洲
出
張
所
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉
穴
水
労
働
基
準
監
督
署

　
　
　
　

☎
０
７
６
８

－

52

－

１
１
４
０

あ
な
た
の
不
用
品
は
誰
か
の
必
要
品

で
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

　

赤
十
字
奉
仕
団
で
は
、
４
月
９
日
㈰
宝

達
志
水
町
で
開
催
さ
れ
る
能
登
地
区
「
赤

十
字
の
つ
ど
い
」
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー

に
出
品
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
用
品
の
収
集

を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
用
品
な
ど
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
奉
仕
団
が
収
集
に
伺
い
ま
す

の
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

※制度改正について詳しくは、各担当課にお問い合わせください。
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介護から予防へ。介護予防サービスが始まります。

●介護保険料が改定

　３年ごとの介護保険事業計画の
見直しに伴い、能登町の介護サー
ビス費用がまかなえるように算出
された保険料「基準額」が決まり
ました。平成 18 年 4 月より次の
とおりとなりました。

介護保険法が改正されました

対象者の基準 月　額

第 1段階 生活保護受給者および老齢福祉年金受給者
で、世帯全員が住民税非課税の方

2,490 円
（基準額× 0.5）

第 2段階 第 1段階対象者を除く世帯全員が住民税非課
税かつ年金額が 80 万円以下の方

2,490 円
（基準額× 0.5）

第 3段階 第 1段階対象者を除く世帯全員が住民税非課
税かつ第 2段階以外の方

3,735 円
（基準額× 0.75）

第 4段階 世帯の誰かに住民税が課税されているが、本
人は住民税非課税の方

4,980 円
（基準額）

第 5段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
200 万円未満の方

6,225 円
（基準額× 1.25）

第 6段階 本人が住民税課税で、前年の合計所得金額が
200 万以上の方

7,470 円
（基準額× 1.5）

※ 65 歳以上の方の介護保険料は、1～ 6段階に分かれます

◆第 1号被保険者（65 歳以上）の
　保険料「基準額」が

月額4,980円に改定

●「要介護度」の区分が
　    新しくなりました

　「要支援１」「要支援２」という
新たな区分が設けられ、これま
で 6段階だった区分が 7段階にな
りました。要介護認定で「要支援
１」「要支援２」と認定された方
を対象に、状態を改善し悪化を防
ぐ「介護予防サービス（新予防給
付）」が新設されました。

要介護
５

要介護
４

要介護
３

要介護
２

要介護
１

要支援

要介護
５

要介護
４

要介護
３

要介護
２

要介護
１

これまで

平成 18年
4月から

これまで要介護１に該当していた方が、
審査によって要支援２と要介護１に分か
れます

利用者のできることを増やし、心身の状態を改善さ
せる「介護予防サービス」を提供します

●「地域包括支援センター」
　  が新設されました

　地域包括支援センターは、保健・
福祉・介護という 3 つの分野の
専門家が連携し、地域の高齢者の
さまざまな相談に対応する機関で
す。地域包括支援センターが中核
となって高齢者の暮らしを地域ぐ
るみで支えます。

※ 4月以降に制度見直しパンフレ
　ットを全世帯に配布します。

〈問い合わせ〉長寿介護課

地域包括
支援センター

町
（保険者）

介護サービス
介護予防サービス
提供事業者

加入者
（被保険者）

費用の請求

相談

介護予防
マネジメント
支援

・介護保険料を納める
・要介護認定の申請

・保険証を交付
・認定や結果の通知

・サービスの利用

在宅や施設での
サービス提供

〈
試
験
日
〉
５
月
20
日
㈯

〈
場
所
〉
金
沢
新
神
田
合
同
庁
舎

〈
問
い
合
わ
せ
〉

総
務
課
ま
た
は
自
衛
隊
能
登
募
集
事
務
所

☎
０
７
６
８

－

52

－

４
１
７
５

ふ
れ
あ
い
看
護
体
験　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
募
集
中
！

　

施
設
内
の
見
学
や
、
簡
単
な
介
助
な
ど

を
行
う
１
日
看
護
体
験
の
参
加
者
を
募
集

し
ま
す
。
医
療
看
護
に
興
味
の
あ
る
方
は

ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

〈
体
験
実
施
日
〉
５
月
７
日
㈰
〜
13
日
㈯

の
「
看
護
週
間
」
を
中
心
と
し
た
1
日

〈
対
象
〉
幅
広
い
年
齢
層
の
方
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

〈
参
加
申
込
〉
官
製
ハ
ガ
キ
に
「
ふ
れ
あ

い
看
護
体
験
希
望
」
と
明
記
し
、
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
学
校
名
・
電
話
番

号
・
参
加
希
望
日
・
服
の
サ
イ
ズ
を
記
入

の
う
え
４
月
14
日
㈮
ま
で
に
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

〈
申
込
・
問
い
合
わ
せ
〉

㈳
石
川
県
看
護
協
会

　

〒
９
２
０

－

０
９
３
１

　

金
沢
市
兼
六
元
町
3
ー
69

　
　
　

☎
０
７
６

－

２
３
２

－

３
５
７
３

チ
ャ
レ
ン
ジ
・
デ
・
ラ
ブ
ロ　
　
　

ラ
ブ
ロ
恋
路
体
験
教
室
参
加
者
募
集
中

◆
海
洋
深
層
水
を
使
っ
た
味
噌
造
り
体
験

（
先
着
10
人
）

〈
日
時
〉
４
月
15
日
㈯午

前
10
時
〜
午
後
4
時

〈
場
所
〉
農
林
水
産
物
加
工
開
発
セ
ン
タ
ー

〈
参
加
料
〉
３
０
０
０
円

〈
服
装
〉
エ
プ
ロ
ン
、
頭
巾
、
タ
オ
ル

◆
小
顔
美
肌
に
必
見
！
プ
ッ
シ
ュ
フ
ェ
イ

シ
ャ
ル
体
験　
　
　
　
　
　
（
先
着
10
人
）

〈
日
時
〉
４
月
22
日
㈯
午
後
2
時
30
分
〜

〈
場
所
〉
ラ
ブ
ロ
恋
路

〈
参
加
料
〉　

１
５
０
０
円

〈
参
加
申
込
〉
そ
れ
ぞ
れ
開
催
日
の
３
日

前
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い

〈
問
い
合
わ
せ
〉

ラ
ブ
ロ
恋
路　

☎
72

－

１
２
３
４

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集
！　
　
　

　

防
衛
庁
で
は
次
の
候
補
生
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

〈
受
付
期
間
〉
４
月
１
日
㈯
〜
５
月
12
日
㈮

〈
応
募
資
格
〉
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
方

（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
者
・
見
込
者
に

つ
い
て
は
28
歳
未
満
）

  

相　

談

法
律
相
談　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

〈
４
月
の
相
談
日
〉
６
日
、
13
日
、
20
日
、

27
日
（
木
曜
日
）

〈
時
間
〉
午
後
１
時
45
分
〜
４
時
15
分

〈
場
所
〉穴
水
駅
前「
ス
タ
ー
ク
イ
ー
ン
穴
水
」

〈
相
談
料
〉
30
分
以
内　

５
０
０
０
円

〈
電
話
予
約
〉
相
談
希
望
者
は
、
相
談
日

前
日
の
午
後
５
時
ま
で
に
電
話
予
約
し
て

く
だ
さ
い
。

〈
予
約
・
問
い
合
わ
せ
〉
金
沢
弁
護
士
会

　
　
　

☎
０
７
６

－

２
２
１

－

０
２
４
２

心
配
ご
と
相
談
（
４
月
）　　
　
　

  

〈
能
都
庁
舎
〉

　

７
日
㈮
、
19
日
㈬  

午
前
10
時
〜
12
時

〈
笹
ゆ
り
荘
〉

　

11
日
㈫
、
25
日
㈫  

午
前
10
時
〜
12
時

〈
内
浦
福
祉
セ
ン
タ
ー
〉

　

10
日
㈪  
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
小
木
支
所
〉

　

20
日
㈭  

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

〈
問
い
合
わ
せ
〉　

能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
72

－

２
３
２
２

4月 1日から
路線バス、
特急バスの
ダイヤが
改正されます。

　のと鉄道七尾線のダイヤ改正に伴い路線バス
（一部太田線を含む）と奥能登特急バスの時刻が
改正されますのでご注意ください。
〈改正内容〉
・便数の見直し
・のと鉄道穴水駅および宇出津駅での
　乗り継ぎ時間の短縮と特急バスの乗り入れ
・新たに観光客向けの快速便の運行など
※路線バスおよび特急バスの時刻については、 
    最寄りのバス停の時刻表でご確認ください。

〈問い合わせ〉
　奥能登観光開発㈱  ☎ 62-1118

非該当

非該当

「地域支援事業」      
を提供します

要支援
１

要支援
２
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Le
t's
 En
joy
 Sp
or
ts

PLAY
スポーツ

＆
結果

　
　
　
　
　
　
　

力
が
た
く
さ

　
　
　
　
　
　
　

ん
の
デ
ジ
タ

　
　
　
　

ル
放
送
。
今
回
は
デ

　
　
　
　

ジ
タ
ル
放
送
の
大
き

な
魅
力
で
あ
る
高
画
質
・
高
音

質
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

魅

　
　
　
　
　

ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
映

　
　
　
　
　

像
は
有
効
査
線
数

１
０
８
０
本
（
従
来
の
ア
ナ
ロ

グ
放
送
は
４
８
０
本
）
の
高
画

質
。
ま
た
画
面
の
縦
横
比
も
横

４

：

縦
３
か
ら
横
16

：

縦
９
と

な
り
臨
場
感
あ
る
映
像
が
楽
し

め
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
方

式
な
の
で
、
電
波
障
害
な
ど
に

よ
る
「
ゴ
ー
ス
ト(
テ
レ
ビ
画

像
の
二
重
写
し)

」
も
解
消
さ

れ
ま
す
。

　
　

Ｃ
Ｄ
並
の
高
音
質
が
実
現

　
　

さ
れ
る
の
を
始
め
、
５
・
１

チ
ャ
ン
ネ
ル
サ
ラ
ウ
ン
ド
放
送

※
で
は
、
6
つ
の
ス
ピ
ー
カ
ー

を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

ホ
ー
ム
シ
ア
タ
ー
が
現
実
の
も

の
に
な
り
、
ス
ポ
ー
ツ
中
継
や

音
楽
番
組
な
ど
の
臨
場
感
が
大

幅
に
向
上
し
ま
す
。（
※
対
応
し
た

Ａ
Ｖ
ア
ン
プ
と
６
台
の
ス
ピ
ー
カ
ー
セ
ッ
ト

が
必
要
で
す
）

◆
次
回
は
デ
ー
タ
放
送
な
ど
の

便
利
な
機
能
を
紹
介
し
ま
す
。

編

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
魅
力

デ
ジ
タ
ル
放
送
の
魅
力

地デジでどうなる
有線テレビ③

2006.4  № 14  25

投票
区 投票所 当日有

権者数
投票
者数 投票率

第 1 能都社会福祉会館 1,949 936 48.02
第 2 宇出津小学校 1,852 901 48.65
第 3 ひばり保育所 927 459 49.51
第 4 三波公民館 331 186 56.19
第 5 矢波集会所 312 189 60.58
第 6 神野公民館 635 360 56.69
第 7 鵜川公民館 1,140 540 47.37
第 8 瑞穂公民館 777 403 51.87

第 9 宮地生活改善
センター 288 176 61.11

第 10 柳田体育館 1,513 970 64.11

第 11 小間生公民館 539 328 60.85

第 12 上町生活改善
センター 868 508 58.53

第 13 岩井戸公民館 248 170 68.55

第 14 当目地区研修集会
センター 267 163 61.05

第 15 上町公民館
斉和分館 225 162 72.00

第 16 内浦福祉センター 2,050 933 45.51
第 17 上区集会場 279 163 58.42

第 18 不動寺公民館 561 331 59.00

第 19 秋吉公民館 363 186 51.24
第 20 白丸保育所 772 398 51.55

第 21 能登勤労者
プラザ 430 185 43.02

第 22 小木活性化
センター 2,066 903 43.71

第 23 高倉保育所 1,151 526 45.70
第 24 小浦集会所 221 154 69.68

計 19,764 10,230 51.76

石川県知事選挙

谷本正憲氏が 4選
　任期満了に伴う石川県知事選挙が、3月 19 日㈰に
県下一斉に投票が行われ、即日開票されました。
　立候補したのは、届出順に木村吉伸（無所属・新）
54 歳、谷本正憲（無所属・現）60 歳の 2人です。
　能登町では、今回から 5カ所（3庁舎、2支所）で
期日前投票を実施したところ、前回（平成 14 年知事
選の不在者投票・旧三町村計）を上回る 2,543 人が
投票日前日までに投票を済ませました。しかし、投
票率は前回を下回る、51.76％にとどまりました。
　能登町の投票・開票結果は次のとおりです。

デジタル放送の魅力は主にこの７つ

〈問い合わせ〉　環境対策課　☎ 62-8507

予
防
注
射
に

 

つ
れ
て
っ
て
！

　　

飼
い
犬
は
、
年
に
1
回
狂
犬

病
予
防
注
射
を
受
け
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

　

未
登
録
の
犬
に
つ
い
て
は
現

地
で
登
録
で
き
ま
す
。
あ
な
た

の
大
切
な
愛
犬
た
ち
の
た
め
に

必
ず
受
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

〈
必
要
な
も
の
〉

　

①
案
内
の
ハ
ガ
キ

　
　
（
4
月
上
旬
に
配
布
予
定
）

　

②
ハ
ン
コ

　

③
料
金

　
　

・
登
録
済
み
の
犬　
　
　

　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
円

　
　

・
新
規
登
録
の
犬　
　
　

　
　
　
　
　
　

６
０
０
０
円

狂
犬
病
予
防
注
射
巡
回

　
　
　
　
　

の
お
知
ら
せ

＜能登町開票区結果＞
木村吉伸　無所属・新 　１，６４４
谷本正憲　無所属・現 　８，４１１
無効投票数 　　　　　　　   　１７５

大会での健闘を誓う選手代表
ソフトテニス（小学校・中学校）
バスケットボール（中学校）に
出場します

北
信
越
高
等
学
校
ウ
エ
イ
ト
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
競
技
選
抜
大
会

（
２
月
５
日
）

〈
女
子
58
㎏
級
〉

優
勝　

菊
田
泰
子
（
飯
田
高
）

　

ト
ー
タ
ル
１
４
９
㎏（
大
会
新
）

〈
女
子
＋
75
㎏
級
〉

優
勝　

谷
上　

蛍
（
飯
田
高
）

　

ト
ー
タ
ル
１
３
５
㎏（
大
会
新
）

北
信
越
中
学
生
イ
ン
ド
ア

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会（
２
月
５
日
）

優
勝　

鵜
川
中
学
校

　
　
　
　

男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

第
１
回
能
登
町
民
卓
球
大
会

（
２
月
19
日
）

〈
男
子
一
般
の
部
〉

優
勝　

中
沢　

務
（
一
般
）

２
位　

佐
藤
泰
弘（
能
都
北
辰
高
）

３
位　

田
代
一
樹（
能
都
北
辰
高
）

　
　
　

奥
野　

茂
（
一
般
）

橘
重
敏
先
生
顕
彰
記
念

少
年
剣
道
大
会
（
３
月
19
日
）

〈
小
学
生
団
体
〉

３
位　

雄
志
館
Ａ

〈
中
学
生
男
子
個
人
〉

２
位　

西
中
竜
馬
（
畠
山
武
道
館
）

〈
中
学
生
女
子
個
人
〉

２
位　

大
下
真
純
（
畠
山
武
道
館
）

〈
小
学
生
女
子
高
学
年
〉

３
位　

藤
田
千
紘
（
雄
志
館
）

〈
小
学
生
女
子
低
学
年
〉

優
勝　

松
岡
梨
奈
（
雄
志
館
）

〈
中
学
生
男
子
団
体
〉

２
位　

松
波
中
学
校
Ａ

〈
中
学
生
女
子
団
体
〉

３
位　

松
波
中
学
校
Ｂ

　
　
　

能
都
中
学
校
Ａ

全
国
大
会
出
場
選
手
を
激
励

　

３
月
20
日
、
3
月
下
旬
に
行
わ

れ
る
各
種
全
国
大
会
に
石
川
県
代

表
と
し
て
出
場
す
る
小
中
学
生
27

人
の
壮
行
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
男
子
小
学
５
・
６
年
生
の
部
〉

優
勝　

藤
本
俊
祐
（
高
倉
野
球
）

２
位　

宮
藤
竜
紀
（
高
倉
野
球
）

３
位　

小
浦
嵩
史
（
高
倉
野
球
）

　
　
　

田
下
大
稀
（
高
倉
野
球
）

〈
男
子
小
学
４
年
生
以
下
の
部
〉

優
勝　

国
谷
翔
汰
（
高
倉
野
球
）

２
位　

桑
村
颯
汰
（
松
波
小
）

３
位    

石
脇
暉
久
（
高
倉
野
球
）

　
　
　

尾
上　

拡
（
高
倉
野
球
）

〈
女
子
一
般
の
部
〉

優
勝　

中
瀬
眞
利
恵
（
一
般
）

２
位　

井
田
由
美
（
鵜
川
中
）

３
位　

天
幸
由
稀
（
鵜
川
中
）

　
　
　

中
澤
友
里
（
能
都
中
）

〈
女
子
小
学
５
・
６
年
生
の
部
〉

優
勝　

府
中
明
香
（
宇
出
津
卓
球
）

２
位　

西
山
沙
也
加
（
宇
出
津
卓
球
）

３
位　

下
野
真
優
（
宇
出
津
卓
球
）

　
　
　

本
谷
悠
紀
子
（
宇
出
津
卓
球
）

〈
女
子
小
学
４
年
生
以
下
の
部
〉

優
勝　

日
下
彩
子
（
宇
出
津
卓
球
）

２
位　

本
谷
真
希
子
（
宇
出
津
卓
球
）

３
位　

別
宗
燎
佳
（
宇
出
津
卓
球
）

　
　
　

山
下
美
寿
（々
高
倉
野
球
）

夜
間
バ
レ
ー
王
座
決
定
戦

（
３
月
３
日
）

優
勝　

ミ
ッ
ク
ス
（
柳
田
地
区
代
表
）

２
位　

五
輪
会
（
柳
田
地
区
代
表
）

３
位　

木
郎
走
志
会
（
内
浦
地
区
代
表
）

　
　
　

小
木
漁
協
（
内
浦
地
区
代
表
）



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
田
分
署
☎
76

－

０
０
８
５

  

能
登
消
防
署
☎
62

－

０
４
９
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

内
浦
分
署
☎
72

－

０
２
８
２

　
　
　
　
　
　

能
登
防
犯
協
会 

 

能
登
警
察
署　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

１
３
３
４

　
　
　
　
　
　

能
登
交
通
安
全
協
会

安  心  安  全 ま ち づ く り

26

　

国
民
年
金
は
、
す
べ
て
の
方
に

生
涯
に
わ
た
っ
て
基
礎
年
金
を
支

給
す
る
制
度
で
す
。
病
気
や
事
故

で
障
害
者
に
な
っ
た
り
、
生
計
維

持
者
が
死
亡
し
た
と
き
の
不
測
の

事
故
に
も
備
え
ま
す
。

　

自
営
業
の
方
も
、
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
る
方
や

そ
の
配
偶
者
も
、
み
ん
な
が
国
民

年
金
に
加
入
し
て
基
礎
年
金
を
受

け
る
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
方
は
、
日
本
国
内
に
住

所
が
あ
る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

方
で
す
。

■
保
険
料
の
納
め
忘
れ
に
ご
注
意

　

く
だ
さ
い
。

○
未
納
付
期
間
が
あ
る
と
生
涯
受

　

け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
が
減
額

　

さ
れ
ま
す
。

○
納
付
期
限
が
過
ぎ
て
も
２
年
間

　

は
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
付
す
る
こ

　

と
が
で
き
ま
す
。

○
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
方
は
、

　

社
会
保
険
事
務
所
に
ご
連
絡
く
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だ
さ
い
。

〈
参
考
〉

・
６
カ
月
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

　

あ
る
と
、
1
年
間
で
約
１
万
円

　

が
減
額
さ
れ
ま
す

・
１
年
間
の
納
め
忘
れ
で
は
約
２

　

万
円
の
減
額
。
２
年
間
の
納
め

　

忘
れ
で
は
約
４
万
円
が
減
額
さ

　

れ
ま
す
。

〈
免
除
制
度
〉

　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の

が
困
難
な
と
き
は
、
お
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

★
「
保
険
料
免
除
制
度
」

　
　

自
営
業
・
無
職
な
ど
の
方

★
「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　
　

30
歳
未
満
の
方

★
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　
　

学
生
の
方

　

申
請
が
遅
れ
る
と
未
納
期
間
に

な
り
年
金
を
受
け
取
る
受
給
権
が

な
く
な
っ
た
り
、
障
害
年
金
が
受

け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
は

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
へ

・
年
金
請
求
な
ど
の
年
金
相
談

☎
０
５
７
０

－

０
５

－

１
１
６
５

・
年
金
を
受
け
て
い
る
方
の
年
金

　

相
談

☎
０
５
７
０

－

０
７

－

１
１
６
５

国民年金保険料の納め
忘れはありませんか !!

平成 18年 2月 16 日～ 3月 15 日
件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者 件　　　名 場所 落札額（円） 落札業者

【企画財政課：１件】 町道２級当目 1号線道路改良工事
（舗装工） 大箱 1,750,000 丸建道路㈱

宇出津病院前バス待合所整備工事 宇出津 1,800,000 ㈲環建築工房 【広報情報推進課：1件】

【下水道課：5件】 内浦地区ケーブルテレビ事業に伴う発
電設備工事 松波 12,000,000 共和電設

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道
舗装本復旧工事その 6（小棚木地内） 宇出津山分 11,300,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱ 【生涯学習課：1件】

公共下水道事業（宇出津処理区）下水道
舗装本復旧工事その 7（城野町・城山地内） 宇出津山分 14,100,000 丸建道路㈱ 町立瑞穂公民館屋根改修工事 瑞穂 2,890,000 三友化工㈱

公共下水道事業（小木処理区）中継ポン
プ設置工事その 2 小木 5,760,000 荏原商事㈱金沢支店 【水産課：11 件】

公共下水道事業（小木処理区）路面本復
旧工事その 3 市之瀬 8,000,000 ㈱ｿﾃｯｸ 新保船溜浚渫工事 新保 1,000,000 ㈲和光建設

公共下水道事業（恋路処理区）管渠築造
工事 松波 17,900,000 ㈱西中建設 松波漁港舗装工事 松波 500,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱

【建設課：12 件】 矢波漁港町単災害復旧工事 矢波 600,000 丸建道路㈱

町道 1級上町 1号線道路改良工事
（舗装工その 2） 上町 4,200,000 ㈱島屋建設 災③号波並漁港海岸災害復旧工事 波並 2,480,000 札木建設

町道 2級笹川十郎原 1号線道路災害復旧
工事 十郎原 730,000 北成土木㈲ 災⑧号藤波漁港海岸災害復旧工事 藤波 2,195,000 札木建設

普通河川寺分川河川災害復旧工事 中斉 4,230,000 ㈲共栄建設 災４号波並漁港災害復旧工事 波並 19,200,000 須美矢建設㈱

町道天坂 1号線道路改良に伴う集排施設
移設工事（管路工） 天坂 9,300,000 隅屋建設㈱ 災５号波並漁港災害復旧工事 波並 53,000,000 ㈱共立建設

町道天坂 1号線道路改良に伴う集排施設
移設工事（中継ポンプ） 天坂 3,400,000 ㈲能登電業社 災６号藤波漁港災害復旧工事 藤波 3,050,000 ㈲ｹｲ・ｴﾑ・ﾃｨ

町道天坂 1号線道路改良に伴う配水管移設
工事 天坂 5,250,000 四辻管工業㈱ 災７号藤波漁港災害復旧工事 藤波 4,850,000 藤田建設運送㈲

町道天坂 1号線道路改良に伴う橋梁添架
配水管移設工事 天坂 8,840,000 北能産業㈱ 災９号羽根漁港災害復旧工事 羽根 7,480,000 須美矢建設㈱

町道真脇 11 号線側溝改修工事 真脇 1,140,000 ㈲木村建設 災 10号小浦漁港災害復旧工事 小浦 4,550,000 ㈲ｹｲ・ｴﾑ・ﾃｨ

町道柿生 5号線側溝改修工事 柿生 780,000 前田建設 【水道課：1件】

町道崎山 6号線側溝改修工事 崎山 800,000 札木建設 簡易水道事業Ａｓ舗装本復旧工事
（武連工区） 武連 7,700,000 北川ﾋｭｰﾃｯｸ㈱

町道藤波宇出津 1号線側溝改修工事 藤波 1,970,000 ㈲木村建設 ※入札結果の件名は一部省略してあります。落札額には消費税相当額は
　含まれていません。

平成 17年度

　2月 28 日、金沢市において、日本消防協会長表彰伝達式が行われました。
　日ごろの消防団活動などが認められ、功績章に消防団本部副団長の清　忠雄さん、勤続章に
宇出津第２分団長の笹野敏弘さんが受賞しました。

功績章を受賞した清　忠雄さん勤続章を受賞した笹野敏弘さん

春の全国交通安全運動４月６日（木）～４月１５日（土）

春は新入学のシーズンです。子どもたちが交通事故に遭わな
いために、交通ルールをしっかり守って、安全な運転で子ど
もたちも見守りましょう。

かっこいい　ゆっくり走れる　お父さん
交通マナーアップいしかわ
①新入学児童（園児）と高齢者を交通事故から守ろう
②うしろの席も含めたシートベルトとチャイルドシートの正しい着用をしよう
③自転車の安全利用に努めよう

「振り込め詐欺」被害が多発‼
　3月10日、県内で振り込め詐欺が発生し100万円の被害が出ました。「自分は大丈夫」
だと思わずに、もし電話がかかってきた時は、自分の名前は名乗らず、電話を切って
から家族に確認して警察に連絡してください。

【犯行手口】
男から「お宅さんの○○さんが生徒を殴り、生徒の親が訴えるといっています。今な
ら示談に出来るのでお金を用意できますか。学校や校長からもお金を負担します」な
どの内容の電話があり、弁護士、校長先生、子どもの父親と名乗る者や泣き崩れる○
○さんに次々と代わり相手を信用させ、お金を振り込ませた。

日本消防協会長表彰伝達式
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３～４カ月児健診・BCG予防接種
〈日　時〉　4 月 13 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎　1階和室
〈対象児〉　平成 17 年 12 月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票、
　　　　　バスタオル、ＢＣＧ予診票、おむつなど

３歳児健診
〈日　時〉　4 月 27 日㈭ 13:10 ～ 13:30 受付
〈場　所〉　能都庁舎　4階ホール
〈対象児〉　平成 15 年 1月～ 2月生まれ
〈持ち物〉　母子健康手帳、健診おたずね票①・②、
　　　　　採尿容器、

赤ちゃん相談
〈日　時〉　4 月 20 日㈭ 9:30 ～ 10:00 受付
〈場　所〉　柳田山村開発センター
〈対象児〉　満５カ月～満１歳未満のお子さん
〈持ち物〉　母子健康手帳

　　　　　

■小児科専門外来　
　　　〈循 環 器〉 4 月 4日㈫ 14:00 ～ 16:00　　　　〈小児神経〉4月 25 日㈫ 14:00 ～ 16:00

健康福祉課
☎ 72-2503

宇出津総合病院だより（☎ 62-1311）

28

新
刊

案
内

中
央
図
書
館
（
宇
出
津
公
民
館
内
）

　
　
　
　
　
　
　

   

☎
62

－

３
４
５
８

【
こ
ど
も
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
62

－

１
５
０
３

14
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム　

育
児
相
談

21
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム　

お
は
な
し
会

22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

　

こ
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ
（
小
学
生
以
上
）

28
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜

　

支
援
ル
ー
ム　

身
体
測
定

29
日
㈯
午
前
10
時
（
能
都
庁
舎
前
出
発
）

　

春
の
遠
足
（
小
学
生
以
上
）

★
開
館
時
間　

　

午
前
９
時
15
分
〜

　
　

午
後
５
時
30
分

★
休
館
日

　

月
曜
日
、

　

第
３
日
曜
日

【
ま
つ
な
み
キ
ッ
ズ
セ
ン
タ
ー
】

　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
72

－

０
２
６
９

１
日
㈯
午
後
２
時
〜

　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

12
日
㈬
午
後
２
時
30
分
〜

　

お
花
見
ミ
ニ
お
茶
会

15
日
㈯
午
前
10
時
〜

　

こ
ど
も
生
け
花
教
室
（
池
坊
華
道
会
）

15
日
㈯
午
後
２
時
〜

　

読
み
聞
か
せ
「
ひ
ま
わ
り
」

19
日
㈬
午
後
３
時
〜

　

あ
っ
ぷ
る
た
い
む

26
日
㈬
午
後
３
時
〜

　

あ
っ
ぷ
る
く
ら
ぶ

☆
６
日
・
13
日
・
20
日
・
27
日
（
木
）
午

前
10
時
か
ら
児
育
て
教
室（
健
康
福
祉
課
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

★
開
館
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

★
休
館
日　

日
曜
日
、
月
曜
日

★
今
月
の
お
す
す
め
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ

●
「
宇
宙
日
記
」　　
　
　
　
　
　

野
口
聡
一

シ
ャ
ト
ル
内
で
書
い
た
宇
宙
日
記
を
秘
蔵
写

真
と
と
も
に
初
公
開
！

●
「
途
上
」　　
　
　
　
　
　
　
　

高
原　

桐

宇
出
津
出
身
の
高
原
桐
（
本
名
・
志
幸
文
子
）

さ
ん
が
故
郷
や
家
族
な
ど
を
詠
っ
た
３
４
０

句
を
納
め
た
第
一
句
集

　

４
月
の
新
刊

・
私
の
嫌
い
な
10
の
人
び
と　
　
　
　

中
島
義
道

・
明
日
の
記
憶　
　
　
　
　
　
　
　
　

荻
原　

浩

・
人
生
の
価
値
に
つ
い
て　
　
　
　
　

西
尾
幹
二

・
不
道
徳
教
育　
　
　

ウ
ォ
ル
タ
ー
・
ブ
ロ
ッ
ク

・
ガ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
田
英
朗

・
翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち
・
空 　
　
　
　

Y
osh
i

・
翼
の
折
れ
た
天
使
た
ち
・
海 　
　
　
　

Y
osh
i

・
私
一
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
竹
し
の
ぶ

・
デ
モ
ナ
ー
タ
2
悪
魔
の
盗
人
デ
モ
ナ
ー
タ
2
幕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
レ
ン
・
シ
ャ
ン

・
や
さ
し
い
家
庭
菜
園　
　

藤
田 

智
・
加
藤
義
松

・
ト
ニ
ー
流 

幸
せ
を
栽
培
す
る
方
法　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ト
ニ
ー
・
ラ
ズ
ロ

ほ
か
多
数

★
お
は
な
し
会　

　

４
月
８
日
㈯
午
後
２
時
30
分
〜　

　

４
月
19
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

★
お
話
勉
強
会　

　

４
月
16
日
㈰
午
後
１
時
30
分
〜

★
お
話
学
習
会　

　

４
月
19
日
㈬
午
後
７
時
30
分
〜

★
読
書
会　

　

４
月
26
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜

　
★
開
館
時
間

　

水
〜
日
曜
日　

午
前
9
時
〜
午
後
5
時

★
休
館
日　

月
曜
日
、
火
曜
日
、
月
末
（
図
書

　

整
理
日
）、
祝
日

※
年
齢
に
あ
っ
た
本
を
紹
介
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
図
書
館
ま
で
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ポリオ生ワクチン投与
　　　　〈日　時〉　　　　　　　〈場　所〉　
4 月 18 日㈫ 14:00 ～ 14:45 受付　まつなみキッズセンター
4月 25 日㈫ 13:10 ～ 14:00 受付　柳田山村開発センター

〈対　象〉　生後 3カ月～ 90 カ月でポリオ生ワクチンを
　　　　　2回投与していないお子さん
〈持ち物〉　母子健康手帳、ポリオ予診票

4 月 5日は献血に行こう！

〈日　時〉　4 月 5 日㈬
　　　　　　9:00 ～ 12:00、13:00 ～ 15:00
〈場　所〉　柳田庁舎

※ 18歳～ 68 歳までの方、献血にご協力ください。

〈配置場所〉能都庁舎 総合サービス課
〈時間〉毎週木曜日　午前９時～午後５時まで
〈派遣内容〉　
　①医療・職業・教育そのほかの生活に関する
　　こと
　②公共団体が実施する事業に関すること

〈派遣できないもの〉
　①宗教・政治活動に関すること
　②営利を目的とした活動に関すること
　③個人の遊興または娯楽に関すること
〈申請方法〉
３日前までに派遣申請書を提出してください
※緊急の場合などはこの限りではありません
※手話通訳者の交通費を負担していただく場合があります

　石川県聴覚者協会の協力により、奥能登 4市町に日替わりで手話通訳者１人を配置することになりま
した。手話通訳者は、聴覚障害者の相談などに応じたり、一緒に病院窓口にも出向くほか、通訳を必要
とする会議などにも出席します。
　健康福祉課、能都・柳田各総合サービス課、各支所・出張所にある派遣申請書の提出が必要になります。
能登町での派遣日である木曜日以外でも、急な相談があるときは、柔軟に対応しますので事前にご相談
ください。

手話 通訳者が 設置 されます

協力：手話サークルこだま会
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特集番組！　

★
平
成
17
年
度
町
立
中
学
校
卒
業
式

　

能
登
町
の
６
中
学
校
の
卒
業
証
書
授
与
式
の
模

様
を
お
送
り
し
ま
す
。
卒
業
生
が
さ
ま
ざ
ま
な
思

い
を
胸
に
卒
業
証
書
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
授
与
の
模
様
は
ノ
ー
カ
ッ
ト
で
放
送

し
ま
す
！
感
動
の
卒
業
式
を
も
う
一
度
。

28
日
㈮
・
29
日
㈯

★
教
え
ま
す
！
能
登
町
コ
コ
が
す
ば
ら
し
い
！

　

総
集
編
⑦

　
「
の
と
ほ
っ
と
ら
い
ん
」
木
曜
日
の
人
気
コ
ー

ナ
ー
『
能
登
町
コ
コ
が
す
ば
ら
し
い
！
』
の
総
集

編
第
７
弾
で
す
。
近
所
の
あ
の
人
や
友
だ
ち
が
出

演
し
て
能
登
町
自
慢
を
話
し
て
く
れ
ま
す
の
で
お

見
逃
し
な
く
。
今
回
は
こ
の
12
人
で
す
。

5
月
1
日
㈪
・
2
日
㈫

■
ニ
ッ
ポ
ン
Ｎ
Ａ
Ｖ
Ｉ

『
頑
張
れ
ニ
ッ
ポ
ン
の
ふ
る
さ
と
〜
立
ち
上
が
る

農
山
漁
村
〜
』

　

地
域
自
ら
考
え
行
動
し
、
地
域
経
済
の
活
性
化

や
雇
用
の
創
出
に
向
け
て
頑
張
っ
て
活
動
し
て
い

る
「
立
ち
上
が
る
農
山
漁
村
」
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
ま
す
。

★その他の番組：6:00～ ラジオ体操、7:30～ まちむらNOW（金土日は休）、8:00～ 農政番組（土日は休）、9:00～ のびのびかんたんみんなで体操、
　 9:30～ 里からの便り（金土日は休）、12:00～ ＪＡ番組（土日は休）、15:00～ のびのびかんたんみんなで体操、18:00～ 園芸番組（木金土日は休）
★「のとほっとらいん」はインターネットでも同時配信しています。能登町ホームページからご覧ください。
★番組と番組の間の時間には文字放送「テレビかわら版」でさまざまな情報をお伝えしています。

★議会中継・最終日

きらきら・とくトク放送時間
・16:00 ～　・18:30 のほっとらいん終了後
・20:00 ～　・21:30 のほっとらいん終了後

日
曜
リ
ク
エ
ス
ト
放送時間
 8:00
 10:00
 12:00
 16:00
 18:30
 20:00
 21:30

★教えます！能登町ココが
　すばらしい！総集編⑦

 ｅのとネットＴＶ   　4月の番組案内

■とくトクたいむ（提供番組）　　　　　★きらきらチャンネル（自主制作番組）

町のホットな情報！

   のとほっとらいん
放
送
時
間

月～金 翌日
 　 初回 18:30 ～ 6:35 ～
 　 20:00 の番組後 11:00 ～
 　 21:30 ～ 12:30 ～
・水、木は 18:30 から 22:00 まで 30 分おきに放送
・土曜日、祝祭日は前日分を再放送

月・火は 金・土は

★平成 17年度卒業式
　　～能都中学校～

  

出
生
児　

  

両
親
の
名
前　

   

住
所

    　

  

氏
名　

          

本
籍        

住
所

    

氏
名　

             

年
齢  　

    

住
所 

男

女

世帯数（戸）

人口（人） 23,283

10,964

12,319

8,168

（－ 50）

（－ 26）

（－ 24）

（＋ 03）

こ せ き

の ま ど

2/16 ～ 3/15

先月との比較

※個人情報保護のため、本人またはご家族の希望があったものを掲載しています

山
﨑
美み
お
り織　

秀
明
・
志
津　

真　

脇

坂
下　

黎れ
い　

毅　

・
優
子　

広
島
県

下
野
里さ
と
み実　

英
一
・
桂
子　
五
郎
左
エ
門
分

新
出
杏あ
ん
り莉　

泰
丈
・
久
美　

千
葉
県

寺
田
桃も
も
か華　

仁
志
・
利
香　

松　

波

清
本
有あ
り
さ咲　

寿
・
由
里
加　

松　

波

加
藤
梨り

き生　

亮　

・
理
恵　

小　

木

森
田　

光
ひ
か
る　

充
晴
・
実
千
代　

金
沢
市

横
山
恭き
ょ
う
し
ゅ
う
秀　

秀
人
・
暁
子　

上　

町

寺
谷
一い
っ
さ茶　

孝
明
・
恵
子　

鵜　

川

大
町
駿し
ゅ
ん
せ
い成　

勇
史
・
奈
緒
子　

崎　

山

新
出　

洋　
　

藤　

波

辻
本
由
佳　
　

福
井
市

浜
本
春
樹　
　

内
灘
町

紙
谷
絵
美　
　
五
郎
左
エ
門
分

新
田
泰
之　
　

山　

田

上
野
宏
美　
　

輪
島
市

高
田
謙
二　
　

宇
出
津

仲
田
祐
子　
　

滋
賀
県

濵
野
正
宏　
　

小　

木

髙
井
香
苗　
　
か
ほ
く
市

上
野
正
香　
　
　

姫

川
端
範
子　
　

四
方
山

板
井
隆
恭　
　

宇
出
津

水
谷
朋
代　
　

白
山
市

小
谷
内　

真　
　

姫

北
村
夕
子　
　

内
灘
町

松
川
靖
之　
　

珠
洲
市

橋
本
文
江　
　

河
ヶ
谷

（（（（（（（（（

藤　

波

内
灘
町

輪
島
市

宇
出
津

小　

木

　

姫
金
沢
市

野
々
市
町

珠
洲
市
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平成 18年 3月 1日現在

坂
下
照
光　
　
　

81
歳　
　

山　

田

雨
池
ト
ミ　
　
　

85
歳　
　

柳　

田

西
田
國
守　
　
　

65
歳　
　

鶴　

町

若
柳
し
か　
　
　

90
歳　
　

松　

波

大
屋
春
夫　
　
　

84
歳　
　
内
浦
長
尾

的
場
か
な　
　
　

92
歳　
　

鶴　

町

新
﨑
秀
雄　
　
　

69
歳　
　

爼　

倉

西
尾
蝶
子　
　
　

84
歳　
　
内
浦
長
尾

水
上
富
行　
　
　

61
歳　
　

曽　

又

小
林
昭
平　
　
　

77
歳　
　

宇
出
津

乙
谷　

實　
　
　

78
歳　
　

柳　

田

高
峯
廣
治　
　
　

95
歳　
　

山　

田

薩
摩
て
つ　
　
　

96
歳　
　

宇
出
津

藤
田
久
子　
　
　

65
歳　
　

布　

浦

山
本
ち
げ　
　
　

91
歳　
　
内
浦
長
尾

金
屋
ま
す
子　
　

78
歳　
　

鴨　

川

高
市
と
み　
　
　

79
歳　
　

柳　

田

田
中
政
一　
　
　

67
歳　
　

藤　

波

中
尾
マ
ス
イ　
　

93
歳　
　

柳　

田

山
本
正
栄　
　
　

74
歳　
　

小　

木

水
本
石
造　
　
　

80
歳　
　

柳　

田

大
屋
千
惠
子　
　

82
歳　
　
内
浦
長
尾

山
田
銀
次
郎　
　

0
歳　
　

金
沢
市

安
宅
信
子　
　
　

81
歳　
　

宇
出
津

打
合
は
る　
　
　

102
歳　
　

上　

町

古
谷
忠
孝　
　
　

76
歳　
　

鴨　

川

髙
田
與
平　
　
　

69
歳　
　

宇
出
津

水
本
正
幸
さ
ん
（
柳　

田
）
10
万
円

安
宅　

栄
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

打
合
直
樹
さ
ん
（
上　

町
）
10
万
円

妙
栄
寺
寒
修
行
購
中
（
波
並
）  1

万
円

大
乗
寺
寒
修
行
購
中
（
宇
出
津
）

　

3
万
円

白
龍
教
会  

高
橋
義
晃
さ
ん
（
鵜
川
）

3
万
円

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
い
わ
か
が
み

5
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

辻
口
昭
子
さ
ん
（
柳　

田
）
5
万
円

以
上
、
社
会
福
祉
法
人
多
花
楽
会
へ

【
お
詫
び
】

　

３
月
号
の
「
寄
付
御
礼
」
で
間
違

い
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫

び
い
た
し
ま
す
。

〈
誤
〉
法
草
寺 

↓
〈
正
〉
法
華
寺

中継車のデザインをリニューアル！

波
瀬
智
昭
さ
ん
（
越　

坂
）
５
万
円

故 

西
田
国
守
さ
ん
（
鶴　

町
）
５
万
円

又
多
精
一
さ
ん
（
松　

波
）
２
万
円

安
宅
千
恵
さ
ん
（
宇
出
津
）
10
万
円

★平成 17年度卒業式
　　～柳田中学校～

★平成 17年度卒業式
　　～小木中学校～

★平成 17年度卒業式
　　～松波中学校～

★平成 17年度卒業式
　　～鵜川中学校～

★平成 17年度卒業式
　　～瑞穂小中学校～

■ニッポンNAVI
　「頑張れニッポンのふるさと」

平成 17 年 5 月号からこの 4月号ま
での 1 年間で制作された広報「の
と」は 328 ページ。月平均は 28 ペ
ージで、1部あたりの印刷単価は約
22 円でした。この単価は県内市町
の広報紙の中でも一番安い単価と
なっています。
　その理由のひとつに広報「のと」
は印刷データをすべて役場で作っ
ていることがあげられます。「ＤＴ
Ｐ（DeskTopPublishing ＝ 机 上 出
版）」というシステムを使い、デザ
イン・レイアウトなどの編集をす
べてパソコン上で行っています。
作業の効率化と印刷経費の削減の
ため、合併を機に導入したこのＤ
ＴＰは、県内でも導入を検討して
いるところが増えているようです。
　効率化された作業の中で、最近
頭を悩ますようになったことは記
事の「キャッチコピー」。記事を読
む気にさせ、キラリと光るような
コピーを考えるのは本当に難しく、
才能のなさを痛感しています。
　これから広報を読むときには、
担当者が頭を悩ませて作っている
キャッチコピーにも注目してみて
ください。

今月号の広報を飾った満開の桜の
写真。去年の春に撮影したもので、
1年間あたためてようやく日の目を
見ることができました。咲き誇る
桜も好きだけど、ハラハラと舞い
散る姿も嫌いじゃないわたし。毎
年春になって桜を見ると必ず「何
かいいことがありそう！」と勝手
に思い込んでしまいます。そして
1年前と何にも変わっていない自分
に気付くのです。変わらないこと
も大切だし、変わらなきゃいけな
いこともある。今はとにかく少し
でも広報を作る腕前が上がるよう
にがんばりたいと思います。
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